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ごあいさつ 

 
   甲州市では、昭和５４年に旧塩山市市街地を対象に峡東   
流域関連公共下水道事業として事業着手し、旧勝沼町にお 
いても昭和６３年に事業着手しました。また、旧大和村に 
おいては平成６年に単独の処理場である大和浄化センター 
を有する特定環境保全公共下水道として事業着手し、豊か  
な自然と水環境を後世に残すため、下水道の整備を進めて 
まいりました。 
さらに、下水道計画区域以外については、平成１９年度 

 より市が個人宅地に浄化槽を設置し維持管理を行う市町村  
設置型の浄化槽事業に着手し、市民の生活環境の向上と公 
共水域の環境保全に努めてまいりました。 
しかし、人口減少や少子高齢化の進行による地域経済の縮小に伴う使用料収入の減 

少、施設の老朽化に伴う更新費用の増大や地震・豪雨等の自然災害への備えなど、下 
水道事業は多くの課題を抱えております。これらの課題を克服し、市民の皆様に下水 
道サービスを安定的に提供させていただくためには、経営状況の現状を適確に把握し 
中長期的な視点に基づき将来環境を予測したうえで、効率的で健全な下水道事業の運 
営が必要となってまいります。 
本市下水道事業においては、資産や経営状況を的確に把握し、経営の透明化を図る 

ことを可能とするため、令和２年度から公営企業法の全部を適用し、「公営企業会計」 
を導入しました。 

そしてこの度、今後の経営環境の変化に適切に対応し、将来にわたって持続的かつ 
安定的に経営することを目的に、中長期的な経営の基本計画である「甲州市下水道事 
業経営戦略」を策定しました。 
この経営戦略のもと、経営状況や事業計画を「見える化」し、計画的に「経営基盤 

 の強化と財政マネジメントの向上」を実現していき、将来にわたって持続的かつ安定 
的な下水道事業運営を目指してまいります。 
最後になりましたが、本経営戦略の策定に際しまして、貴重なご意見やご提言をい 

 ただきました甲州市下水道審議会の委員各位に厚く御礼申し上げます。 
 

甲州市長 鈴木 幹夫 
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1 甲州市下水道事業経営戦略の策定にあたって 

1-1 下水道事業経営戦略の経緯 

本市は平成 17 年（2005 年）1 1 月 1 日の旧塩山市、旧勝沼町、旧大和村による市町村合
併以降、流域関連公共下水道事業（塩山・勝沼地区）、特定環境保全単独公共下水道事業（大
和地区）・特定地域生活排水処理事業を旧市町村より引き継ぎ下水道事業を特別会計により
経営してきたが、令和 2 年（2020 年）4 月から新たに公営企業として再出発することとな
った。 

下水道事業を取り巻く環境は大きく変化しており、老朽化による施設改修や施設の耐震
化が必要となる一方で、人口減少による収益の減少により、経営状況は厳しさを増している。 

また、経費削減に伴い事業規模や職員数も減少しており、汚水処理ライフラインとしての
日常維持管理体制や、大規模災害への対応を踏まえた危機管理体制の充実など、ヒト・モノ・
カネ全般に様々な課題がある。 

これらの課題に対し、本下水道事業の目指すべき将来像を示し、今後取り組むべきマスタ
ープランとして、「甲州市下水道事業経営戦略」を策定することとした。 
  
1-2 経営戦略の位置付け 

本戦略は、生活環境・水環境を保全する下水道事業のあり方を基に、下水道・市設置型合併浄

化槽の施設状況を勘案しつつ、国・県の示す方針や本市の総合計画との整合を図りながら甲州市

が目指す中長期的な下水道の姿を示すと共に、今後の財政見通しに基づく事業経営基盤の強化

を推進するための方策を示すものである。 

 
図 1-1 経営戦略の位置付け 

 

 

 

 

甲州市下水道事業経営戦略 

総務省 

経営戦略の策定推進 
国土交通省 

事業促進の計画 

甲州市 

総合計画・関連計画 

経営強化 安全・強靭・持続 関連計画との整合 
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1-3 計画期間と目標年度 

計画期間は令和 3 年（2021 年） 4 月から令和 13 年（2031 年）3 月までの 10 年間とし、
目標年度は令和 12 年度（2030 年）とする。 
 また、策定後の社会情勢や経営状況を鑑み３～５年毎に事業検証を行い、必要に応じて計
画見直しがあれば対応していくこととする。 
 

表 1-1 計画期間と目標年度 

西暦 

年度 

2020 

R2 

2021 

R3 

2022 

R4 

2023 

R5 

2024 

R6 

2025 

R7 

2026 

R8 

2027 

R9 

2028 

R10 

2029 

R11 

2030 

R12 

2031 

R13 

第 2 次甲州市総合計画 

基本構想             

基本計画             

甲州市下水道事業経営戦略 

計画期間             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０か年 

前期５か年              後期５か年   

検証 検証 検証 １０か年 
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2 甲州市及び下水道事業の概要 

2-1 甲州市の概要 

2-1-1 地形 

本市は山梨県の北東部に位置し、山梨県の総面積の約 5.9％にあたる 26,411ha を有する。
市域は南北約 27.5km、東西約 14km で、北東部には秩父山系、東部には 2,000m 級の大菩
薩連嶺の山々が連なっており、この山々から流れる笛吹川、重川、日川、鬢櫛川等によって
複合扇状地が形成されている。低地は市域南西部にあり、市街地を形成している。 

 

2-1-2 土地利用 

本市の土地利用は森林が 80％で平野が約 20％となっている。扇状地や平野部は農地が広
がっており、JR 中央本線の塩山駅周辺、塩山バイパス、東バイパスの周辺や国道 20 号に並
行する街道に沿って宅地が形成されている。 

 

2-1-3 気象 

平野部は甲府盆地の内陸気候の影響を受け少雨高温の特徴を有している。山地は高原気
候の特性を有する他、標高差の大きい塩山地区と、勝沼、大和地区とでは地形による気候の
変化がある。 

甲府盆地は少雨地域に属するが、本市はその中でも比較的降雨量が少なく年間約 1,000 ㎜
であるが、山地の降水量は平地の 1.7 倍程度ある。 
 

 
勝沼地域気象観測所（2016/4/1～2021/3/31 の平均値） 
図 2-1 甲州市の月積算雨量、月最高・平均・最低気温 
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2-2 社会条件 

2-2-1 人口 

 国勢調査によると、本市の人口は平成７年度（1995 年）の調査時が最大で約 3.8 万人だ
ったが、その後減少が続き令和 2 年度（2020 年度）の調査結果では約 2.9 万人で、25 年の
間に約 9 千人が減少した。 

高齢者比率は 25 年の間に 20.7%から 36.7％に増加した。高齢化率(65 歳以上)は県平均
の 31.1％ (国勢調査値)を 5.6 ポイント上回っており、少子高齢化の傾向が進んでいる。 
 

 

図 2-2 甲州市人口割合の推移（国勢調査結果） 
 

2-2-2 産業 

 本市で第 1 次産業に就く就業者の割合は県内で最も高く 24.0%で、第 2 次産業は 19.0%、
第 3 次産業は 57.0%となっている（平成 27 年国勢調査より）。就業者数（15 歳以上）を業
種別でみると、農業・林業が約 3.9 千人と最も多く、次いで卸売業・小売業（2.3 千人）、製
造業（2.0 千人）、医療・福祉（1.9 千人）である。 

ブドウ、モモ、スモモ、サクランボ、イチゴなどの果樹栽培を中心とした農業が基幹産業
となっており、品質、生産量ともに日本有数の産地となっている。また、日本でのワイン醸
造発祥の地として明治時代からの歴史を誇り、勝沼地域を中心にワイナリーで醸造されて
いるワインは生産量でも日本有数の産地となっている。その他、塩山上井尻から塩山下柚木
にかけての松里地区は、江戸時代から枯露柿が特産品になっている。 
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2-2-3 交通 

本市は東京から 100ｋｍ圏内に位置し、中央自動車道が市の南部を横断し勝沼インターチ
ェンジが設置されている。国道は、東京と長野県諏訪地方を結ぶ国道 20 号、甲府と多摩地
域とを結ぶ国道 411 号、雁坂トンネルにより西関東との新たな動脈となった国道 140 号が
整備されている。 

鉄道は JR 中央本線の甲斐大和駅、勝沼ぶどう郷駅、塩山駅の 3 駅を有している。 
 

2-3 下水道事業の概要 

2-3-1 下水道事業の状況 

本市の下水道事業は、創設以来、市の発展に合わせてその規模を拡大させてきた。 
令和２年度現在、下水道整備全体面積 1,338.8ha に対し整備済み面積 732.6ha で、管渠延

長は全体計画 230.0ｋｍに対し整備済み延長は 152.8ｋｍとなっており、稼働中の市設置型
合併浄化槽は 438 基である。 

下水道普及状況は下表のとおりである。 
 

表 2-1 下水道事業の状況 

 

 

 

 

 

 

番号 項目 説明
H27
年度末

H28
年度末

H29
年度末

H30
年度末

R01
年度末

R02
年度末

傾向 備考

① 行政区域内人口(人) 塩山・勝沼・大和地区　総人口 33,151 32,688 32,208 31,623 31,015 30,629

②
下水道全体計画内
現在人口(人)

下水道全体計画区域内　現在人口 22,245 21,977 21,731 21,345 22,557 22,330

③ 供用開始人口(人)
下水道が整備済で供用が開始された区域
内人口(処理区域内人口)

17,131 17,188 17,297 17,385 17,439 17,516

④ 水洗化(利用)人口(人)
下水道が整備済で供用開始されている区
域内での下水道の利用人口

14,745 14,912 14,950 14,816 14,679 14,678

⑤ 普及率(％)
総人口の内、下水道が使える区域の人口
の割合

51.68 52.58 53.70 54.98 56.23 57.19 ③÷①×100

⑥ 実進捗率(％)
全体計画区域内の現在人口の内、下水道
が利用可能な区域の人口の割合

77.01 78.21 79.60 81.45 77.31 78.44 ③÷②×100

⑦ 認可内面積進捗率(％)
下水道事業認可区域内において、下水道
が利用可能な区域の面積割合

72.04 72.54 72.95 73.45 73.09 73.59

⑧ 水洗化(利用)率(％)
下水道利用可能区域内人口における下水
道利用人口の割合

86.07 86.76 86.43 85.22 84.17 83.80 ④÷③×100

⑨ 下水道接続数累計(件) 5,444 5,548 5,631 5,627 5,714 5,753

⑩
公共施設汚桝設置数
累計(箇所)

6,127 6,190 6,243 6,270 6,312 6,325

⑪ 公共汚水桝利用率(％) 設置済の公共汚水桝の接続利用の割合 89 90 90 90 91 91 ⑨÷⑩×100
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2-3-2 下水道施設の概要 

 塩山・勝沼地区の各家庭及び施設より排出されたし尿、生活雑排水は、管路内（ヒューム
管・塩ビ管）を流下し、地形状況や河川等の横断のために設置されたマンホールポンプ施設
を通過後、笛吹市石和町の峡東浄化センターへ到達し、標準活性汚泥法により処理され笛吹
川へ放流されている。 

大和地区の汚水は、市単独処理施設の大和浄化センターへと到達し、スクリーンユニット
及び沈殿池を経由し処理され、日川へ放流されている。 

処理の過程で発生した汚泥は、処分場へ搬送され、資源として 100％リサイクルされてい
る。 
 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和浄化センター（脱水機）      （スクリーンユニット） 

大和浄化センター（管理汚泥棟） 
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3 今後の見通し 

3-1 下水道の普及及び利用人口 

平成 27 年度(2015 年度)から令和 2 年度（2020 年度）における行政人口と下水道計画区

域内人口、処理区域内人口並びに利用（水洗化）人口における実績値と令和 3 年度（2021 年

度）から本計画の計画目標年度である令和 12 年度(2031 年)までの各計画人口を下図に示

す。 

計画目標年度（令和 12年度）における行政人口については、第 2 次甲州市総合計画、峡

東流域下水道計画、国立社会保障・人口問題研究所による予測値及び過年度人口実績（H21

～H30）に基づく推計値を比較し令和 12年における行政人口を設定した「甲州市公共下水道

事業（大和地区）統廃合検討業務（平成 30年度策定）」における採用値を基に 26,400 人と

した。 

また、下水道計画区域内人口については、過年度の傾向より行政人口の 7 割程度 18,782

人、処理区域内人口については、下水道計画区域内人口に占める比率を年 1.1～1.5％の増

加の 17,562 人を見込む計画として設定し、利用（水洗化）人口については、計画目標年に

水洗化率 91％程度の 16,028 人を目標とした。 

以上のことより今後 10年間における供用開始区域内の人口及び利用（水洗化）人口の推

移は、今後の事業進捗率に大きく左右されるものであるが、ほぼ横ばいの見通しである。 
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3-2 投資・維持管理等の見通し 

投資 

本市の公共下水道事業への投資は、「峡東流域下水道関連甲州市公共下水道全体計画」に

基づき、市街住宅密集地域を優先的に整備を行い、普及率・利用率の向上を図っている。 

また、勝沼・塩山地区の住宅等新築計画に伴う地域要望や宅地開発等に対応した整備も併

せて行っている。 

なお、大和地区の「特定環境保全単独公共下水道事業」については整備率 94％となって

おり、残りについては住宅がない場所である。管渠整備はほぼ終了しているため、今後は新

しい住宅建築の場合のみ対応する予定である。 

また、下水道計画区域外については市設置型合併浄化槽の設置を推進していく。 

 

 

 

 

 

年度別市設置型合併浄化槽利用人口数
H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 合　計

利用数 20 28 21 40 25 29 28 27 34 34 31 25 25 25 24 22 438
利用人口 40 44 73 138 74 84 99 94 120 111 101 84 91 76 80 59 1,368

R2 
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峡東流域下水道関連甲州市公共下水道全体計画図（塩山・勝沼地区） 
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3-3 維持管理 

 本市では昭和 54年度より下水道事業に着手し、平成元年度より供用を開始した。管渠

においては全体の約 8％が 30年を経過したところであり、比較的に古いものは少ない状況

であるが、管渠以外のマンホールや蓋、マンホールポンプ場、大和浄化センター等におい

ては経年劣化による修繕等が増加している。 

 施設の点検・調査や維持管理業務委託については、現在と同規模の状況が継続していく

見込みであるが、老朽化に伴う修繕・改築については今後、費用が増大していくことが考

えられる。 

 

 

 

次の表は、市設置型合併浄化槽の設置からの経過年数であり、平成１４年以降、設置後

１０年未満（H24～R2）が２５1基で１０年以上（H14～H23）は１９９基の状況である。 

 
 

年度別市設置型合併浄化槽設置数 （基）
H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 合　計

設置数 22 29 23 40 27 30 28 28 34 35 32 25 25 25 24 23 450
延べ数 22 51 51 51 51 74 114 141 171 199 227 261 296 328 353 378 403 427 450 450

うち稼働中 20 28 21 40 25 29 28 27 34 34 31 25 25 25 24 22 438
うち未供用 2 1 1 1 1 1 7
うち休止中 2 1 1 1 5
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3-4 経営の課題 

 経営については、現在、営業収益（料金収入）・営業外収益で賄う収益的収支及び、国庫

補助金・企業債・負担金等で賄う資本的収支の双方共に、一般会計からの基準外繰入金に依

存している状況である。 

 過去の下水道整備事業では、管渠延伸に力を注いでいたため、借り入れた企業債残高が

増大傾向にあったが、近年は整備計画を見直すと共に、建設改良費を削減し企業債の借入

抑制を行うことにより、残高の減少に努めている。 
 また、今後は少子高齢化による人口減少による収益の減少する一方、施設等の老朽化によ

る修繕費の増大により一般会計からの基準外繰入金の増が予想される。このため、コスト縮

減や使用料金の定期的な見直し等により、経費回収率の向上に努め、有収水量以外の不明水

や大雨等による侵入水を減少させて流域下水道の汚水処理費用の低減を目指すとともに、

下水道計画区域外への市設置型合併浄化槽の設置推進し、下水道と浄化槽両輪による汚水

処理の最適化を行うことが必要である。 

 

4 経営の基本方針 

4-1 基本方針 

 下水道事業及び市設置型合併浄化槽事業は、住環境に配慮し、水質汚濁を防止、改善する

ことにより、生活環境の保全や公衆衛生の向上のみならず公共水域の水質の保全を行う公

共事業であり、将来にわたって事業を継続していかなければならない。そのためには、本市

の総合計画等に基づき、共同化・広域化を念頭に置きながら事業の進捗を図るとともに、必

要な財源を確保し、安定的かつ効率的な事業運営を行う必要がある。 

 下水道事業は固定資産が多く、ハードの整備手法が経営に大きく影響することから、公共

下水道事業（峡東流域関連公共下水道・特定環境保全単独公共下水道）においては、全体計

画の見直しによる計画区域の規模縮小（ダウンサイジング）を図るとともに、住宅密集地域

等でなおかつ加入者の増加が見こめる箇所を優先して効率的な整備を図り、水洗化率の向

上と早期の収益化につなげるものとする。 

 維持管理においてはストックマネジメント計画により、中長期にわたる事業費の平準化

を行い、各施設の長寿命化を図る。  

 また、下水道計画区域外への市設置型合併浄化槽の整備については、設置後の維持管理

経費を削減するよう整備を行う。 

 

 

 

 

 



12 
 

4-2 検討の進め方とフォローアップ 

 下水道及び市設置型合併浄化槽のあり方を構築するにあたって、投資条件（施設の更新・

耐震化の範囲や能力）や財源条件（使用料収益の見込みや企業債の利率等）の定期的な見直

しを行い、今後実施するストックマネジメント計画の策定を図り、長期的な計画については

３～５年計画を一区切りとし各施策を計画・実施していく。 

 また、本計画（経営戦略）で定めた事業計画の進捗管理は、計画（PLAN）の実行（DO）、

点検・評価（CHECK）、改善（ACTION）といった一連の流れ（PDCA サイクル）に基づき行う。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下 

水 

道 

利 

用 

者 

市
設
置
型
合
併
浄
化
槽
利
用
者 

経営戦略 
PLAN 

計画の見直し・改善 
ACTION 

計画に沿った 
事業の実施 
DO 

点検・評価 
CHECK 

進捗 
管理 

 

 

公表 

ご意見 

PLAN(計画) ：あるべき将来像を定めた経営戦略を作成する 
DO(実行) ：計画に沿って事業・取組みを行う 
CHECK(点検・評価) ：事業が計画に沿ったものとなっているか確認する 
ACTION(改善) ：事業の実施が計画に沿っていない部分を改善する 
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5 投資・財政計画 

5-1 投資の内容 

 規模縮小を前提とした下水道整備ではあるが、将来行政人口が減となるのに対し、未接続

者への利用促進を行うことにより、計画区域内の利用人口が微増となると想定している。 
この状況を鑑み計画終了年度、令和 13 年度（2032 年度）まで有収水量 150 万㎥を維持する。 

下水道事業においては、ストックマネジメント計画に基づき、管渠・マンホール蓋・マン

ホールポンプや大和浄化センターの建屋並びに機器類について、リスクランクにより優先

順位を定めたうえで整備・更新を計画的に実施し、投資の平準化を図り、一方、市設置型合

併浄化槽事業においては、下水道の規模縮小を考慮し、現状維持で設置を進め下水道事業会

計全体で改良事業費を計画終了年度には 1.5 億円に抑制する。 

5-2 財政計画の内容 

 維持管理に係る経費の増を最小限度に留め、有収水量以外の不明水・大雨等による下水道

への侵入水を防ぐことにより維持管理負担金の軽減を図ると共に、加入促進による利用者

の増と、段階的な使用料改定を行い、計画終了年度までに使用料収益を 1.1 憶円増加させる

ことで財源を確保し、市財政への依存度の軽減に努める。 

 国庫補助金については補助率を 1/2 を基本として算定した。受益者負担金については毎

年事業量が横ばいから微減していくため計画終了年度まで同額としている。 

 企業債については、今後事業費が減少傾向にあるため償還額も含め減少傾向になる。なお、

企業債の利率は 0.6％程度、償還期間は 25年で元利均等方式としている。 

 また、一般会計繰入金の内、基準内繰入金については現行のとおり繰入を継続していくが、

基準外繰入金については、計画終了年度には収益的収支について解消させることを目標と

して掲げた。 
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6 健全経営化への取組 

6-1 下水道事業の健全経営化と広域化・共同化にむけて 

 今後の整備、維持管理を適正に行い健全経営を目指すためには、他市町村との広域化・

共同化が必要である。 
 これにより、施設等の集約による維持管理費の低減や、共同発注等による経費抑制が可能

となり、今後想定される大規模災害等にも協力しあえるなど個々の自治体ではなしえなか

った取組を実施するべく、他市町村と協議検討していく必要がある。 

 

6-2 施設の共同化・統廃合（ハード連携） 

 近隣の処理施設を統廃合することにより、施設更新や維持管理に係るコストを低減でき、

また、従来より少人数で施設管理を行うことが可能となる。 

特に人口減少に伴う施設の稼働率低下への有効な対策となる。 

 当市においては大和地域の特定環境保全単独下水道の大和浄化センターがこれに該当す

る。峡東流域への接続も検討材料ではあるが、接続に向けての高額な事業費がネックとなっ

ており、今後十分な協議検討が必要となる。 

 

6-3 維持管理の共同化（ソフト連携） 

 複数市町村で処理場や各施設の運転管理業務や日常保守点検業務を共同化発注すること

により、集約管理によるコスト縮減や、少人数での施設点検管理を実現できる。また、使

用料徴収、会計処理、台帳整備、水洗化促進等の事務処理を共同化することにより、利用

者への対応をより一層充実させ、合わせて職員の業務負担の低減をさせることが可能とな

る。 
 

6-4 大規模災害対応の共同化（BCP 連携） 

BCP（Business Continuity Plan）とは業務継続計画のことである。具体的には大規模

な災害等（地震・津波・水害）によって被災し、利用可能な資源が制限される状況下で、応

急業務や業務継続の優先度の高い通常業務を特定し非常時優先業務の継続に必要な資源の

確保・配分に努めることにより、適切に業務が執行できるようにする計画のことをいう。 

現状では各市町村で個別に BCP 計画を策定しているが、近隣市町村と共同で計画の見直

しを行うことにより、災害発生時の相互連携体制を構築することが可能になるため、災害時

にも協力しあい業務が執行できるよう、BCP 連携の実現に向けて検討を進めていく。 
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7 事業毎投資・財政計画 

7-1 峡東流域関連公共下水道事業（塩山・勝沼地域公共下水道） 
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,0
00

40
,0

00
40

,0
00

40
,0

00
42

,0
00

42
,0

00
42

,0
00

42
,0

00
(K

)
71

8,
79

6
66

6,
44

3
72

7,
86

2
72

5,
80

5
72

6,
96

5
71

5,
56

0
71

4,
05

5
71

6,
80

6
71

3,
35

0
71

4,
85

6
71

3,
98

5
71

2,
22

5
67

9,
32

0
66

3,
09

2
72

3,
86

2
72

1,
80

5
72

2,
96

5
71

1,
56

0
71

0,
05

5
71

2,
80

6
70

9,
35

0
71

0,
85

6
70

9,
98

5
70

8,
22

5

36
,4

80
3,

35
1

4,
00

0
4,

00
0

4,
00

0
4,

00
0

4,
00

0
4,

00
0

4,
00

0
4,

00
0

4,
00

0
4,

00
0

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

17
6,

17
7

21
3,

12
9

24
0,

97
9

24
0,

42
6

24
0,

08
6

26
6,

91
0

26
5,

66
2

27
7,

41
8

28
8,

93
4

28
9,

23
9

28
9,

41
8

(N
)

(O
)

(P
)

R
13

営
業

外
収

益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

R
4

営
業

収
益

R
3

R5
R
10

R
11

R1
2

R
6

R
7

R8
R
9

補
助

金
他

会
計

補
助

金
そ

の
他

補
助

金
長

期
前

受
金

戻
入

R2 決
算

収
入

計
そ

の
他

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

経
費

動
力

費
修

繕
費

支
払

利
息

そ
の

他

流
動

負
債

支
出

計
経

常
損

益
(C

)-
(D

)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

収 益 的 収 支 当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金

収 益 的 収 入

材
料

費

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
未

払
金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
10

0
）

健
全

化
法

第
22

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）/
（P

）×
10

0)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
15

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L）
/（

M
）×

10
0)

健
全

化
法

施
行

令
第

16
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

17
条

に
よ

り
算

定
し

た
事

業
の

規
模

う
ち

建
設

改
良

費
分
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 峡
東

流
域

関
連

公
共

下
水

道
事

業
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度

区
　

　
　

　
　

分

１
．

2
3
5
,1

3
6

2
2
2
,8

6
0

2
2
1
,0

0
0

2
0
5
,0

0
0

2
0
5
,0

0
0

2
0
2
,5

0
0

2
0
0
,5

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
0
1
,0

0
0

2
0
1
,0

0
0

1
9
0
,0

0
0

1
3
3
,9

0
0

1
0
1
,9

0
0

1
0
1
,0

0
0

9
9
,0

0
0

9
9
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

9
9
,0

0
0

9
8
,0

0
0

9
7
,0

0
0

9
6
,0

0
0

9
6
,0

0
0

２
．

３
．

2
1
9
,0

7
1

2
2
4
,5

7
9

2
4
6
,3

6
4

2
4
1
,5

3
0

2
3
5
,0

0
5

2
4
2
,8

8
5

2
3
6
,5

5
0

2
2
7
,0

0
0

2
1
4
,0

0
0

2
1
0
,5

3
0

2
0
0
,5

0
0

４
．

５
．

６
．

4
0
,3

3
0

2
5
,8

2
0

2
7
,0

0
0

2
6
,0

0
0

2
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

5
,0

0
0

5
,0

0
0

5
,0

0
0

5
,0

0
0

７
．

８
．

1
0
,7

1
9

9
,8

3
8

9
,8

0
0

9
,8

0
0

9
,8

0
0

9
,6

0
0

9
,6

0
0

9
,6

0
0

9
,5

0
0

9
,5

0
0

9
,2

8
2

９
．

2
,0

0
2

2
,0

0
1

2
,0

0
2

2
,0

0
3

2
,0

0
2

2
,0

0
2

2
,0

0
2

2
,0

0
4

2
,0

0
4

(A
)

5
0
5
,2

5
6

4
8
3
,0

9
7

5
0
6
,1

6
6

4
8
4
,3

3
1

4
7
1
,8

0
7

4
7
1
,9

8
8

4
5
8
,6

5
2

4
4
3
,6

0
2

4
3
1
,5

0
2

4
2
8
,0

3
4

4
0
6
,7

8
6

(B
)

(C
)

5
0
5
,2

5
6

4
8
3
,0

9
7

5
0
6
,1

6
6

4
8
4
,3

3
1

4
7
1
,8

0
7

4
7
1
,9

8
8

4
5
8
,6

5
2

4
4
3
,6

0
2

4
3
1
,5

0
2

4
2
8
,0

3
4

4
0
6
,7

8
6

１
．

1
5
0
,9

2
1

1
5
6
,0

6
5

1
7
3
,0

0
0

1
5
3
,5

3
1

1
4
3
,0

0
7

1
4
3
,1

8
8

1
3
0
,3

5
2

1
1
8
,3

0
2

1
2
2
,8

0
2

1
1
5
,9

3
4

1
1
4
,0

0
0

２
．

7
0
5
,6

0
2

6
7
9
,4

9
6

6
6
8
,0

0
0

6
6
7
,0

0
0

6
6
6
,0

0
0

6
6
5
,0

0
0

6
6
4
,0

0
0

6
6
3
,0

0
0

6
6
2
,0

0
0

6
6
1
,0

0
0

6
6
0
,0

0
0

３
．

４
．

５
．

3
5
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

(D
)

8
5
6
,5

2
3

8
3
5
,9

1
1

8
4
1
,3

0
0

8
2
0
,8

3
1

8
0
9
,3

0
7

8
0
8
,4

8
8

7
9
4
,6

5
2

7
8
1
,6

0
2

7
8
5
,1

0
2

7
7
7
,2

3
4

7
7
4
,3

0
0

(E
)

3
5
1
,2

6
7

3
5
2
,8

1
4

3
3
5
,1

3
4

3
3
6
,5

0
0

3
3
7
,5

0
0

3
3
6
,5

0
0

3
3
6
,0

0
0

3
3
8
,0

0
0

3
5
3
,6

0
0

3
4
9
,2

0
0

3
6
7
,5

1
4

１
．

3
3
6
,5

2
2

3
5
1
,8

1
4

3
3
5
,1

3
4

3
3
6
,0

0
0

3
3
6
,5

0
0

3
3
6
,5

0
0

3
3
6
,0

0
0

3
3
8
,0

0
0

3
5
3
,6

0
0

3
4
9
,2

0
0

3
6
7
,5

1
4

２
．

1
0
,4

1
3

1
,0

0
0

5
0
0

1
,0

0
0

３
．

４
．

4
,3

3
2

(F
)

3
5
1
,2

6
7

3
5
2
,8

1
4

3
3
5
,1

3
4

3
3
6
,5

0
0

3
3
7
,5

0
0

3
3
6
,5

0
0

3
3
6
,0

0
0

3
3
8
,0

0
0

3
5
3
,6

0
0

3
4
9
,2

0
0

3
6
7
,5

1
4

(G
)

(H
)

6
,4

9
3
,2

1
9

6
,0

2
2
,7

5
3

5
,6

0
1
,1

6
0

5
,2

0
9
,0

7
9

4
,8

4
4
,4

4
4

4
,5

0
5
,3

3
2

4
,1

8
9
,9

5
9

3
,8

9
6
,6

6
2

3
,6

2
3
,8

9
6

3
,3

7
0
,2

2
3

3
,1

3
4
,3

0
7

○
他

会
計

繰
入

金

年
　

　
　

　
　

度

区
　

　
　

　
　

分

4
9
8
,6

1
9

4
0
6
,1

5
7

3
9
7
,2

0
0

3
9
8
,2

5
4

4
0
0
,2

3
0

3
9
1
,0

5
6

3
8
8
,2

5
0

3
8
7
,6

2
0

3
9
1
,2

3
6

3
8
7
,2

2
2

3
6
2
,5

2
6

4
1
5
,3

1
4

3
7
1
,5

9
5

3
6
0
,4

0
0

3
6
1
,0

0
0

3
6
5
,0

0
0

3
5
6
,5

5
6

3
6
7
,1

5
0

3
7
5
,4

6
0

3
8
0
,6

8
6

3
8
0
,7

2
2

3
6
2
,5

2
6

8
3
,3

0
5

3
4
,5

6
2

3
6
,8

0
0

3
7
,2

5
4

3
5
,2

3
0

3
4
,5

0
0

2
1
,1

0
0

1
2
,1

6
0

1
0
,5

5
0

6
,5

0
0

2
1
9
,0

7
1

2
2
4
,5

7
9

2
4
6
,3

6
4

2
4
1
,5

3
0

2
3
5
,0

0
5

2
4
2
,8

8
5

2
3
6
,5

5
0

2
2
7
,0

0
0

2
1
4
,0

0
0

2
1
0
,5

3
0

2
0
0
,5

0
0

7
0
,3

9
2

1
3
2
,0

5
9

1
4
7
,8

1
8

1
4
4
,9

1
8

1
4
1
,0

0
3

1
4
5
,7

3
1

1
5
3
,7

5
7

1
4
7
,5

5
0

1
3
9
,1

0
0

1
4
7
,3

7
1

1
4
0
,3

5
0

1
4
8
,6

7
9

9
2
,5

2
0

9
8
,5

4
6

9
6
,6

1
2

9
4
,0

0
2

9
7
,1

5
4

8
2
,7

9
3

7
9
,4

5
0

7
4
,9

0
0

6
3
,1

5
9

6
0
,1

5
0

7
1
7
,6

9
0

6
3
0
,7

3
6

6
4
3
,5

6
4

6
3
9
,7

8
4

6
3
5
,2

3
5

6
3
3
,9

4
1

6
2
4
,8

0
0

6
1
4
,6

2
0

6
0
5
,2

3
6

5
9
7
,7

5
2

5
6
3
,0

2
6

計

そ
の

他

R
1
0

R
1
1

R
1
2

他
会

計
負

担
金

R
5

R
6

R
7

R
8

R
9

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

R
4

R
3

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

純
計

(A
)-

(B
)

R
2

決
算

資 本 的 収 入

そ
の

他

計

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

資 本 的 支 出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

R
1
2

資 本 的 収 支 補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

R
9

R
2

決
算

R
1
0

R
1
1

R
3

R
6

R
5

R
4

R
7

R
8
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特
定

環
境

保
全

公
共

下
水

道
事

業
（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

区
　

　
　

　
　

　
分

１
．

(A
)

1
2
,5

8
9

1
4
,6

7
0

1
5
,5

2
6

1
5
,4

9
0

1
5
,4

5
9

1
7
,1

8
1

1
7
,2

7
6

1
7
,8

5
1

1
7
,6

7
6

1
8
,6

7
3

1
9
,0

5
3

(1
)

1
2
,5

8
5

1
4
,5

1
7

1
5
,3

7
3

1
5
,3

3
7

1
5
,3

0
6

1
7
,0

2
8

1
7
,1

2
3

1
7
,6

9
8

1
7
,5

2
3

1
8
,5

2
0

1
8
,9

0
0

(2
)

(B
)

(3
)

4
1
5
3

1
5
3

1
5
3

1
5
3

1
5
3

1
5
3

1
5
3

1
5
3

1
5
3

1
5
3

２
．

1
5
4
,1

1
9

1
1
7
,4

2
2

1
1
9
,2

5
3

1
2
0
,5

5
6

1
2
2
,6

0
8

1
1
6
,7

6
0

1
1
4
,7

1
1

1
1
4
,5

2
3

1
1
3
,4

5
0

1
1
1
,1

5
2

1
1
1
,5

2
3

(1
)

7
1
,2

2
1

6
5
,6

7
0

6
7
,0

0
0

6
6
,7

0
0

7
0
,5

0
0

6
3
,9

0
0

6
3
,6

0
0

6
4
,5

0
0

6
3
,5

0
0

6
1
,0

0
0

6
0
,5

0
0

7
1
,2

2
1

6
5
,6

7
0

6
7
,0

0
0

6
6
,7

0
0

7
0
,5

0
0

6
3
,9

0
0

6
3
,6

0
0

6
4
,5

0
0

6
3
,5

0
0

6
1
,0

0
0

6
0
,5

0
0

(2
)

8
2
,8

9
8

5
1
,7

5
2

5
2
,2

5
3

5
3
,8

5
6

5
2
,1

0
8

5
2
,8

6
0

5
1
,1

1
1

5
0
,0

2
3

4
9
,9

5
0

5
0
,1

5
2

5
1
,0

2
3

(3
)

(C
)

1
6
6
,7

0
8

1
3
2
,0

9
2

1
3
4
,7

7
9

1
3
6
,0

4
6

1
3
8
,0

6
7

1
3
3
,9

4
1

1
3
1
,9

8
7

1
3
2
,3

7
4

1
3
1
,1

2
6

1
2
9
,8

2
5

1
3
0
,5

7
6

１
．

1
5
5
,5

1
8

1
2
2
,1

4
7

1
2
3
,0

3
1

1
2
6
,0

4
7

1
2
8
,4

1
0

1
2
5
,0

7
1

1
2
4
,3

6
5

1
2
4
,6

6
8

1
2
3
,5

6
5

1
2
4
,0

1
0

1
2
4
,7

5
3

(1
)

3
,2

7
2

7
,8

1
8

7
,8

1
8

8
,0

6
5

8
,0

6
5

8
,0

6
5

7
,6

6
3

7
,6

6
3

7
,6

6
3

8
,0

2
8

8
,0

2
8

1
,8

1
4

4
,0

9
4

4
,0

9
4

4
,1

2
2

4
,1

2
2

4
,1

2
2

4
,0

1
0

4
,0

1
0

4
,0

1
0

4
,1

1
1

4
,1

1
1

1
,4

5
8

3
,7

2
4

3
,7

2
4

3
,9

4
3

3
,9

4
3

3
,9

4
3

3
,6

5
3

3
,6

5
3

3
,6

5
3

3
,9

1
7

3
,9

1
7

(2
)

1
4
,0

9
4

2
4
,1

7
2

2
1
,9

8
0

2
1
,9

8
0

2
1
,9

8
0

1
9
,9

8
0

1
7
,4

8
0

1
9
,9

8
0

1
9
,9

8
0

1
9
,9

8
0

2
2
,9

8
0

1
0
2

1
,9

8
0

1
,9

8
0

1
,9

8
0

1
,9

8
0

1
,9

8
0

1
,9

8
0

1
,9

8
0

1
,9

8
0

1
,9

8
0

1
,9

8
0

3
,6

9
7

1
0
,6

7
4

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

8
,0

0
0

8
,0

0
0

8
,0

0
0

8
,0

0
0

8
,0

0
0

1
1
,0

0
0

1
0
,2

9
5

1
1
,5

1
8

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

7
,5

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

(3
)

1
3
8
,1

5
2

9
0
,1

5
7

9
3
,2

3
3

9
6
,0

0
2

9
8
,3

6
5

9
7
,0

2
6

9
9
,2

2
2

9
7
,0

2
5

9
5
,9

2
2

9
6
,0

0
2

9
3
,7

4
5

２
．

1
0
,8

9
1

9
,9

4
5

1
1
,2

0
6

9
,9

1
8

9
,3

6
6

8
,8

2
3

7
,5

5
4

7
,6

1
7

6
,6

0
4

5
,7

7
9

5
,2

0
9

(1
)

1
0
,8

9
1

9
,6

4
5

1
0
,9

0
6

9
,6

1
8

9
,0

6
6

8
,5

2
3

7
,2

5
4

7
,3

1
7

6
,3

0
4

5
,4

7
9

4
,9

0
9

(2
)

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

(D
)

1
6
6
,4

0
9

1
3
2
,0

9
2

1
3
4
,2

3
7

1
3
5
,9

6
5

1
3
7
,7

7
6

1
3
3
,8

9
4

1
3
1
,9

1
9

1
3
2
,2

8
5

1
3
0
,1

6
9

1
2
9
,7

8
9

1
2
9
,9

6
2

(E
)

2
9
9

5
4
2

8
1

2
9
1

4
7

6
8

8
9

9
5
7

3
6

6
1
4

(F
)

(G
)

2
9
9

(H
)

△
 2

9
9

5
4
2

8
1

2
9
1

4
7

6
8

8
9

9
5
7

3
6

6
1
4

(I
)

5
4
2

6
2
3

9
1
4

9
6
1

1
,0

2
9

1
,1

1
8

2
,0

7
5

2
,1

1
1

2
,7

2
5

(J
)

4
,0

7
3

4
,0

2
8

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,1

6
5

4
,0

2
8

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

(K
)

8
2
,3

0
8

6
8
,0

3
5

6
7
,8

0
0

6
6
,0

2
3

6
7
,9

2
3

6
8
,1

0
3

6
7
,8

7
2

6
8
,0

0
3

6
8
,1

2
3

6
7
,9

2
1

6
6
,6

5
4

7
9
,9

4
4

6
6
,0

3
5

6
5
,8

0
0

6
6
,0

2
3

6
5
,9

2
3

6
6
,1

0
3

6
5
,8

7
2

6
6
,0

0
3

6
6
,1

2
3

6
5
,9

2
1

6
4
,6

5
4

2
,0

7
5

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

1
2
,5

8
9

1
4
,6

7
0

1
5
,5

2
6

1
5
,4

9
0

1
5
,4

5
9

1
7
,1

8
1

1
7
,2

7
6

1
7
,8

5
1

1
7
,6

7
6

1
8
,6

7
3

1
9
,0

5
3

(N
)

(O
)

(P
)

営
業

外
収

益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

補
助

金
他

会
計

補
助

金
そ

の
他

補
助

金
長

期
前

受
金

戻
入

収
入

計
そ

の
他

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用

R
3

営
業

収
益

R
4

R
9

R
1
0

R
2

決
算

R
1
1

R
1
2

R
5

R
6

R
7

R
8

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

経
費

動
力

費
修

繕
費

支
払

利
息

そ
の

他

流
動

負
債

支
出

計
経

常
損

益
(C

)-
(D

)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

収 益 的 収 支 当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金

収 益 的 収 入

材
料

費

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
未

払
金

×
1
0
0

）

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

累
積

欠
損

金
比

率
（

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P
）
×

1
0
0
)

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

7-2 特定環境保全公共下水道事業（大和地域公共下水道） 
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 特
定

環
境

保
全

公
共

下
水

道
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度

区
　

　
　

　
　

分

１
．

1
5
,8

6
4

6
8
,3

4
0

2
1
,5

0
0

3
1
,5

0
0

3
0
,5

0
0

2
9
,5

0
0

2
8
,5

0
0

2
7
,5

0
0

2
6
,5

0
0

2
5
,5

0
0

2
4
,5

0
0

1
3
,4

0
0

2
0
,2

0
0

1
9
,0

0
0

1
8
,0

0
0

1
7
,0

0
0

1
6
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
4
,0

0
0

1
3
,0

0
0

1
2
,0

0
0

1
1
,0

0
0

２
．

３
．

1
,1

4
3

4
2
,7

3
0

1
9
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

４
．

５
．

６
．

3
,3

8
0

5
,0

0
0

5
,0

0
0

5
,0

0
0

5
,0

0
0

5
,0

0
0

７
．

８
．

6
6

8
0

8
0

8
0

8
0

8
0

8
0

8
0

8
0

8
0

8
0

９
．

(A
)

2
0
,4

5
3

1
1
1
,1

5
0

4
0
,5

8
0

5
6
,5

8
0

5
5
,5

8
0

5
4
,5

8
0

5
3
,5

8
0

5
2
,5

8
0

4
6
,5

8
0

4
5
,5

8
0

4
4
,5

8
0

(B
)

(C
)

2
0
,4

5
3

1
1
1
,1

5
0

4
0
,5

8
0

5
6
,5

8
0

5
5
,5

8
0

5
4
,5

8
0

5
3
,5

8
0

5
2
,5

8
0

4
6
,5

8
0

4
5
,5

8
0

4
4
,5

8
0

１
．

6
,5

2
3

5
7
,0

1
0

3
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
5
,0

0
0

２
．

8
1
,3

0
5

7
9
,6

6
2

8
2
,4

5
6

8
2
,4

8
2

8
1
,5

6
5

7
9
,0

5
6

7
8
,5

6
2

7
7
,5

2
3

7
5
,9

0
0

7
2
,2

3
0

6
9
,3

5
0

３
．

４
．

５
．

3
5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

(D
)

8
7
,8

2
8

1
3
7
,0

2
2

8
5
,8

0
6

9
7
,8

3
2

9
6
,9

1
5

9
4
,4

0
6

9
3
,9

1
2

9
2
,8

7
3

9
1
,2

5
0

8
7
,5

8
0

8
4
,7

0
0

(E
)

6
7
,3

7
5

2
5
,8

7
2

4
5
,2

2
6

4
1
,2

5
2

4
1
,3

3
5

3
9
,8

2
6

4
0
,3

3
2

4
0
,2

9
3

4
4
,6

7
0

4
2
,0

0
0

4
0
,1

2
0

１
．

6
7
,3

7
5

2
5
,8

7
2

２
．

３
．

４
．

(F
)

6
7
,3

7
5

2
5
,8

7
2

4
5
,2

2
6

4
1
,2

5
2

4
1
,3

3
5

3
9
,8

2
6

4
0
,3

3
2

4
0
,2

9
3

4
4
,6

7
0

4
2
,0

0
0

4
0
,1

2
0

(G
)

(H
)

6
8
7
,9

7
4

6
2
2
,5

3
3

5
6
0
,2

8
0

5
0
4
,2

5
2

4
5
3
,8

2
7

4
0
8
,4

4
4

3
6
7
,6

0
0

3
3
0
,8

4
0

2
9
7
,7

5
6

2
6
7
,9

8
0

2
4
1
,1

8
2

○
他

会
計

繰
入

金

年
　

　
　

　
　

度

区
　

　
　

　
　

分

7
1
,2

2
1

6
5
,6

7
0

6
7
,0

0
0

6
6
,7

0
0

7
0
,5

0
0

6
3
,9

0
0

6
3
,6

0
0

6
4
,5

0
0

6
3
,5

0
0

6
1
,0

0
0

6
0
,5

0
0

6
6
,1

6
2

5
7
,4

1
7

5
8
,0

0
0

5
8
,8

3
3

6
2
,3

5
0

5
7
,5

0
2

5
8
,5

9
5

5
9
,9

3
7

6
0
,4

7
3

5
8
,8

5
0

6
0
,5

0
0

5
,0

5
9

8
,2

5
3

9
,0

0
0

7
,8

6
7

8
,1

5
0

6
,3

9
8

5
,0

0
5

4
,5

6
3

3
,0

2
7

2
,1

5
0

1
,1

4
3

4
2
,7

3
0

1
9
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

3
8
6

1
2
,1

7
5

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

7
5
7

3
0
,5

5
5

1
8
,8

0
0

1
9
,8

0
0

1
9
,8

0
0

1
9
,8

0
0

1
9
,8

0
0

1
9
,8

0
0

1
9
,8

0
0

1
9
,8

0
0

1
9
,8

0
0

7
2
,3

6
4

1
0
8
,4

0
0

8
6
,0

0
0

8
6
,7

0
0

9
0
,5

0
0

8
3
,9

0
0

8
3
,6

0
0

8
4
,5

0
0

8
3
,5

0
0

8
1
,0

0
0

8
0
,5

0
0

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

R
1
2

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

R
6

R
7

R
8

R
9

R
1
0

R
1
1

R
5

R
2

決
算

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

資 本 的 収 支 補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

純
計

(A
)-

(B
)

資 本 的 支 出資 本 的 収 入

そ
の

他

計

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

R
9

R
1
0

計

そ
の

他

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

企
業

債

R
3

R
4

R
5

R
6

R
2

決
算

R
3

R
1
1

R
1
2

R
7

R
8

R
4



19 
 

特
定

地
域

生
活

排
水

処
理

事
業

（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

区
　

　
　

　
　

　
分

１
．

(A
)

1
5
,1

2
8

1
8
,1

6
9

1
8
,9

5
6

1
9
,7

9
6

2
0
,6

3
6

2
1
,4

7
6

2
2
,3

1
6

2
3
,1

5
6

2
3
,9

9
6

2
4
,8

3
6

2
5
,6

7
6

(1
)

1
5
,0

7
4

1
8
,0

1
6

1
8
,8

5
6

1
9
,6

9
6

2
0
,5

3
6

2
1
,3

7
6

2
2
,2

1
6

2
3
,0

5
6

2
3
,8

9
6

2
4
,7

3
6

2
5
,5

7
6

(2
)

(B
)

(3
)

5
4

1
5
3

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

２
．

1
8
,4

8
0

2
9
,9

0
9

3
0
,5

3
6

3
1
,0

3
6

3
1
,5

3
6

3
2
,0

3
6

3
2
,5

3
6

3
3
,0

3
6

3
3
,6

3
6

3
4
,2

3
6

3
4
,6

3
6

(1
)

1
4
,3

4
4

2
5
,7

7
3

2
5
,8

0
0

2
5
,7

0
0

2
5
,6

0
0

2
5
,5

0
0

2
5
,4

0
0

2
5
,3

0
0

2
5
,3

0
0

2
5
,3

0
0

2
5
,1

0
0

1
4
,3

4
4

2
5
,7

7
3

2
5
,8

0
0

2
5
,7

0
0

2
5
,6

0
0

2
5
,5

0
0

2
5
,4

0
0

2
5
,3

0
0

2
5
,3

0
0

2
5
,3

0
0

2
5
,1

0
0

(2
)

4
,1

3
6

4
,1

3
6

4
,7

3
6

5
,3

3
6

5
,9

3
6

6
,5

3
6

7
,1

3
6

7
,7

3
6

8
,3

3
6

8
,9

3
6

9
,5

3
6

(3
)

(C
)

3
3
,6

0
8

4
8
,0

7
8

4
9
,4

9
2

5
0
,8

3
2

5
2
,1

7
2

5
3
,5

1
2

5
4
,8

5
2

5
6
,1

9
2

5
7
,6

3
2

5
9
,0

7
2

6
0
,3

1
2

１
．

3
1
,5

7
1

4
5
,9

1
1

4
7
,1

1
1

4
8
,3

1
1

4
9
,5

1
1

5
0
,7

1
1

5
1
,9

1
1

5
3
,1

1
1

5
4
,3

1
1

5
5
,5

1
1

5
6
,7

1
1

(1
)

1
,4

4
6

1
1
,7

2
5

1
1
,7

2
5

1
1
,7

2
5

1
1
,7

2
5

1
1
,7

2
5

1
1
,7

2
5

1
1
,7

2
5

1
1
,7

2
5

1
1
,7

2
5

1
1
,7

2
5

7
5
1

6
,1

4
0

6
,1

4
0

6
,1

4
0

6
,1

4
0

6
,1

4
0

6
,1

4
0

6
,1

4
0

6
,1

4
0

6
,1

4
0

6
,1

4
0

6
9
5

5
,5

8
5

5
,5

8
5

5
,5

8
5

5
,5

8
5

5
,5

8
5

5
,5

8
5

5
,5

8
5

5
,5

8
5

5
,5

8
5

5
,5

8
5

(2
)

1
5
,4

7
4

1
9
,5

3
4

1
9
,5

3
4

1
9
,5

3
4

1
9
,5

3
4

1
9
,5

3
4

1
9
,5

3
4

1
9
,5

3
4

1
9
,5

3
4

1
9
,5

3
4

1
9
,5

3
4

6
4
2

1
,1

8
0

1
,1

8
0

1
,1

8
0

1
,1

8
0

1
,1

8
0

1
,1

8
0

1
,1

8
0

1
,1

8
0

1
,1

8
0

1
,1

8
0

1
4
,8

3
2

1
8
,3

5
4

1
8
,3

5
4

1
8
,3

5
4

1
8
,3

5
4

1
8
,3

5
4

1
8
,3

5
4

1
8
,3

5
4

1
8
,3

5
4

1
8
,3

5
4

1
8
,3

5
4

(3
)

1
4
,6

5
1

1
4
,6

5
2

1
5
,8

5
2

1
7
,0

5
2

1
8
,2

5
2

1
9
,4

5
2

2
0
,6

5
2

2
1
,8

5
2

2
3
,0

5
2

2
4
,2

5
2

2
5
,4

5
2

２
．

1
,9

2
5

2
,1

6
7

2
,3

1
7

2
,4

6
7

2
,6

1
7

2
,7

6
7

2
,9

1
7

3
,0

6
7

3
,2

1
7

3
,3

6
7

3
,5

1
7

(1
)

1
,9

2
5

1
,8

6
7

2
,0

1
7

2
,1

6
7

2
,3

1
7

2
,4

6
7

2
,6

1
7

2
,7

6
7

2
,9

1
7

3
,0

6
7

3
,2

1
7

(2
)

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

(D
)

3
3
,4

9
6

4
8
,0

7
8

4
9
,4

2
8

5
0
,7

7
8

5
2
,1

2
8

5
3
,4

7
8

5
4
,8

2
8

5
6
,1

7
8

5
7
,5

2
8

5
8
,8

7
8

6
0
,2

2
8

(E
)

1
1
2

6
4

5
4

4
4

3
4

2
4

1
4

1
0
4

1
9
4

8
4

(F
)

(G
)

1
1
2

(H
)

△
 1

1
2

6
4

5
4

4
4

3
4

2
4

1
4

1
0
4

1
9
4

8
4

(I
)

6
4

1
1
8

1
6
2

1
9
6

2
2
0

2
3
4

3
3
8

5
3
2

6
1
6

(J
)

3
,0

1
9

2
,7

3
7

2
,8

3
7

2
,9

3
7

3
,0

3
7

3
,1

3
7

3
,2

0
0

3
,2

0
0

3
,2

0
0

3
,2

0
0

3
,2

0
0

2
,8

8
3

2
,7

3
7

2
,8

3
7

2
,9

3
7

3
,0

3
7

3
,1

3
7

3
,2

0
0

3
,2

0
0

3
,2

0
0

3
,2

0
0

3
,2

0
0

(K
)

5
,9

3
8

5
,5

6
2

5
,5

2
3

5
,6

0
2

5
,5

8
0

5
,6

0
2

5
,5

8
8

5
,4

2
0

5
,5

1
2

5
,5

4
6

5
,2

6
0

4
,9

4
5

5
,5

6
2

5
,5

2
3

5
,6

0
2

5
,5

8
0

5
,6

0
2

5
,5

8
8

5
,4

2
0

5
,5

1
2

5
,5

4
6

5
,2

6
0

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

1
5
,1

2
8

1
8
,1

6
9

1
8
,9

5
6

1
9
,7

9
6

2
0
,6

3
6

2
1
,4

7
6

2
2
,3

1
6

2
3
,1

5
6

2
3
,9

9
6

2
4
,8

3
6

2
5
,6

7
6

(N
)

(O
)

(P
)

営
業

外
収

益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

補
助

金
他

会
計

補
助

金
そ

の
他

補
助

金
長

期
前

受
金

戻
入

収
入

計
そ

の
他

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用

R
3

営
業

収
益

R
4

R
9

R
1
0

R
2

決
算

R
1
1

R
1
2

R
5

R
6

R
7

R
8

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

経
費

動
力

費
修

繕
費

支
払

利
息

そ
の

他

流
動

負
債

支
出

計
経

常
損

益
(C

)-
(D

)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

収 益 的 収 支 当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金

収 益 的 収 入

材
料

費

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
未

払
金

×
1
0
0

）

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

累
積

欠
損

金
比

率
（

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P
）
×

1
0
0
)

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

7-3 特定地域生活排水処理事業（市設置型合併浄化槽） 
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 特
定

地
域

生
活

排
水

処
理

事
業

（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度

区
　

　
　

　
　

分

１
．

1
2
,8

0
0

1
6
,9

0
0

1
3
,0

0
0

1
3
,0

0
0

1
3
,0

0
0

1
3
,0

0
0

1
3
,0

0
0

1
3
,0

0
0

1
3
,0

0
0

1
3
,0

0
0

1
3
,0

0
0

２
．

３
．

3
3
6

5
,0

7
0

5
,0

0
0

5
,0

0
0

4
,5

0
0

4
,5

0
0

4
,5

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

3
,5

0
0

４
．

５
．

６
．

8
,1

2
5

6
,8

7
6

7
,0

0
0

7
,0

0
0

7
,0

0
0

7
,0

0
0

7
,0

0
0

7
,0

0
0

7
,0

0
0

7
,0

0
0

7
,0

0
0

７
．

８
．

2
,0

7
9

2
,2

3
6

2
,5

0
0

2
,5

0
0

2
,5

0
0

2
,5

0
0

2
,5

0
0

2
,5

0
0

2
,5

0
0

2
,5

0
0

2
,5

0
0

９
．

(A
)

2
3
,3

4
0

3
1
,0

8
2

2
7
,5

0
0

2
7
,5

0
0

2
7
,0

0
0

2
7
,0

0
0

2
7
,0

0
0

2
6
,5

0
0

2
6
,5

0
0

2
6
,5

0
0

2
6
,0

0
0

(B
)

(C
)

2
3
,3

4
0

3
1
,0

8
2

2
7
,5

0
0

2
7
,5

0
0

2
7
,0

0
0

2
7
,0

0
0

2
7
,0

0
0

2
6
,5

0
0

2
6
,5

0
0

2
6
,5

0
0

2
6
,0

0
0

１
．

2
4
,1

6
1

2
8
,0

9
2

2
8
,0

0
0

2
8
,0

0
0

2
8
,0

0
0

2
8
,0

0
0

2
8
,0

0
0

2
8
,0

0
0

2
8
,0

0
0

2
8
,0

0
0

2
8
,0

0
0

２
．

4
,6

8
3

5
,3

5
3

5
,3

0
0

5
,3

0
0

5
,3

0
0

5
,3

0
0

5
,3

0
0

5
,3

0
0

5
,3

0
0

5
,3

0
0

5
,3

0
0

３
．

４
．

５
．

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

(D
)

2
8
,8

4
4

3
3
,7

4
5

3
3
,6

0
0

3
3
,6

0
0

3
3
,6

0
0

3
3
,6

0
0

3
3
,6

0
0

3
3
,6

0
0

3
3
,6

0
0

3
3
,6

0
0

3
3
,6

0
0

(E
)

5
,5

0
4

2
,6

6
3

6
,1

0
0

6
,1

0
0

6
,6

0
0

6
,6

0
0

6
,6

0
0

7
,1

0
0

7
,1

0
0

7
,1

0
0

7
,6

0
0

１
．

2
,6

6
3

6
,1

0
0

6
,1

0
0

6
,6

0
0

6
,6

0
0

6
,6

0
0

7
,1

0
0

7
,1

0
0

7
,1

0
0

7
,6

0
0

２
．

３
．

４
．

5
,5

0
4

(F
)

5
,5

0
4

2
,6

6
3

6
,1

0
0

6
,1

0
0

6
,6

0
0

6
,6

0
0

6
,6

0
0

7
,1

0
0

7
,1

0
0

7
,1

0
0

7
,6

0
0

(G
)

(H
)

1
7
3
,3

5
0

1
8
1
,4

6
7

1
7
4
,2

0
8

1
6
7
,2

4
0

1
6
0
,5

5
0

1
5
4
,1

2
8

1
4
7
,9

6
3

1
4
2
,0

4
5

1
3
6
,3

6
3

1
3
0
,9

0
8

1
2
5
,6

7
2

○
他

会
計

繰
入

金

年
　

　
　

　
　

度

区
　

　
　

　
　

分

2
5
,0

0
0

2
5
,7

7
3

2
5
,8

0
0

2
5
,7

0
0

2
5
,6

0
0

2
5
,5

0
0

2
5
,4

0
0

2
5
,3

0
0

2
5
,3

0
0

2
5
,3

0
0

2
5
,1

0
0

1
2
,1

1
0

1
3
,5

9
2

1
3
,4

1
6

1
3
,3

6
4

1
4
,1

0
0

1
5
,9

7
0

1
8
,2

5
0

2
1
,3

0
0

2
3
,2

0
0

2
4
,3

0
0

2
5
,1

0
0

1
2
,8

9
0

1
2
,1

8
1

1
2
,3

8
4

1
2
,3

3
6

1
1
,5

0
0

9
,5

3
0

7
,1

5
0

4
,0

0
0

2
,1

0
0

1
,0

0
0

5
,1

2
0

5
,0

7
0

5
,0

0
0

5
,0

0
0

4
,5

0
0

4
,5

0
0

4
,5

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

3
,5

0
0

5
,1

2
0

5
,0

7
0

5
,0

0
0

5
,0

0
0

4
,5

0
0

4
,5

0
0

4
,5

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

3
,5

0
0

3
0
,1

2
0

3
0
,8

4
3

3
0
,8

0
0

3
0
,7

0
0

3
0
,1

0
0

3
0
,0

0
0

2
9
,9

0
0

2
9
,3

0
0

2
9
,3

0
0

2
9
,3

0
0

2
8
,6

0
0

R
2

決
算

R
2

決
算

R
3

R
1
1

R
1
2

R
7

R
8

R
4

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

R
9

R
1
0

計

そ
の

他

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

企
業

債

R
3

R
4

R
5

R
6

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

資 本 的 収 支 補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

純
計

(A
)-

(B
)

資 本 的 支 出資 本 的 収 入

そ
の

他

計

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

R
1
2

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

R
6

R
7

R
8

R
9

R
1
0

R
1
1

R
5



21 
 

7-4 ３事業合計 

 収
益

的
収

支
（
3
事

業
合

計
）

（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

区
　

　
　

　
　

　
分

１
．

(A
)

2
0
3
,8

9
4

2
4
5
,9

6
8

2
7
5
,4

6
1

2
7
5
,7

1
2

2
7
6
,1

8
1

3
0
5
,5

6
7

3
0
5
,2

5
4

3
1
8
,4

2
5

3
3
0
,6

0
6

3
3
2
,7

4
8

3
3
4
,1

4
7

(1
)

2
0
3
,3

4
2

2
4
5
,5

0
8

2
7
5
,0

5
8

2
7
5
,3

0
9

2
7
5
,7

7
8

3
0
5
,1

6
4

3
0
4
,8

5
1

3
1
8
,0

2
2

3
3
0
,2

0
3

3
3
2
,3

4
5

3
3
3
,7

4
4

(2
)

(B
)

(3
)

5
5
2

4
6
0

4
0
3

4
0
3

4
0
3

4
0
3

4
0
3

4
0
3

4
0
3

4
0
3

4
0
3

２
．

8
1
4
,3

2
5

6
9
3
,1

0
6

6
8
7
,0

0
9

6
7
8
,3

6
6

6
8
2
,8

9
4

6
6
8
,3

7
2

6
6
3
,5

1
7

6
6
2
,1

9
9

6
5
0
,2

4
2

6
4
4
,4

3
0

6
3
0
,7

0
5

(1
)

5
9
9
,1

4
9

5
0
9
,9

0
0

5
0
2
,0

0
0

4
9
0
,6

5
4

4
9
6
,3

3
0

4
8
0
,4

5
6

4
7
7
,2

5
0

4
7
7
,4

2
0

4
8
0
,0

3
6

4
7
3
,5

2
2

4
7
2
,1

2
6

5
8
4
,1

8
4

4
9
7
,6

0
0

4
9
0
,0

0
0

4
9
0
,6

5
4

4
9
6
,3

3
0

4
8
0
,4

5
6

4
7
7
,2

5
0

4
7
7
,4

2
0

4
8
0
,0

3
6

4
7
3
,5

2
2

4
7
2
,1

2
6

1
4
,9

6
5

1
2
,3

0
0

1
2
,0

0
0

(2
)

2
1
5
,1

5
5

1
8
3
,1

8
4

1
8
4
,9

8
9

1
8
7
,6

9
2

1
8
6
,5

4
4

1
8
7
,8

9
6

1
8
6
,2

4
7

1
8
4
,7

5
9

1
7
0
,1

8
6

1
7
0
,8

8
8

1
5
8
,5

5
9

(3
)

2
1

2
2

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

(C
)

1
,0

1
8
,2

1
9

9
3
9
,0

7
4

9
6
2
,4

7
0

9
5
4
,0

7
8

9
5
9
,0

7
5

9
7
3
,9

3
9

9
6
8
,7

7
1

9
8
0
,6

2
4

9
8
0
,8

4
8

9
7
7
,1

7
8

9
6
4
,8

5
2

１
．

8
6
5
,1

3
5

8
1
9
,1

8
5

8
4
6
,2

3
7

8
4
7
,2

3
6

8
5
3
,6

9
9

8
6
6
,5

6
0

8
6
4
,6

3
1

8
7
0
,1

3
4

8
7
0
,7

3
1

8
6
4
,8

9
7

8
6
6
,5

4
0

(1
)

3
9
,9

9
7

3
9
,0

8
8

3
9
,0

8
8

4
0
,8

1
8

4
0
,8

1
8

4
0
,8

1
8

3
9
,8

9
3

3
9
,8

9
3

3
9
,8

9
3

3
7
,2

7
9

3
7
,2

7
9

2
0
,8

5
3

2
0
,4

6
9

2
0
,4

6
9

2
1
,4

4
7

2
1
,4

4
7

2
1
,4

4
7

2
1
,0

0
0

2
1
,0

0
0

2
1
,0

0
0

1
9
,5

7
1

1
9
,5

7
1

2
,2

4
2

1
6
,9

0
2

1
8
,6

1
9

1
8
,6

1
9

1
9
,3

7
1

1
9
,3

7
1

1
9
,3

7
1

1
8
,8

9
3

1
8
,8

9
3

1
8
,8

9
3

1
7
,7

0
8

1
7
,7

0
8

(2
)

2
0
6
,0

8
8

2
1
2
,0

1
8

2
3
4
,0

6
4

2
2
8
,3

6
4

2
3
0
,2

6
4

2
4
4
,2

6
4

2
4
0
,8

6
4

2
4
6
,3

6
4

2
4
6
,3

6
4

2
4
1
,3

6
4

2
4
4
,3

6
4

1
4
8

4
,9

8
0

4
,9

8
0

4
,9

8
0

4
,9

8
0

4
,9

8
0

4
,9

8
0

4
,9

8
0

4
,9

8
0

4
,9

8
0

4
,9

8
0

7
,3

6
4

1
5
,6

0
4

1
4
,9

3
0

1
4
,9

3
0

1
4
,9

3
0

1
2
,9

3
0

1
2
,9

3
0

1
2
,9

3
0

1
2
,9

3
0

1
2
,9

3
0

1
5
,9

3
0

3
0
3

1
0
0

1
,0

0
0

1
0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
9
8
,2

7
3

1
9
1
,3

3
4

2
1
3
,1

5
4

2
0
8
,3

5
4

2
0
8
,3

5
4

2
2
4
,3

5
4

2
2
2
,8

5
4

2
2
8
,3

5
4

2
2
8
,3

5
4

2
2
3
,3

5
4

2
2
3
,3

5
4

(3
)

6
1
9
,0

5
0

5
6
8
,0

7
9

5
7
3
,0

8
5

5
7
8
,0

5
4

5
8
2
,6

1
7

5
8
1
,4

7
8

5
8
3
,8

7
4

5
8
3
,8

7
7

5
8
4
,4

7
4

5
8
6
,2

5
4

5
8
4
,8

9
7

２
．

1
1
4
,2

9
3

1
1
9
,8

0
8

1
1
3
,5

2
3

1
0
6
,3

8
5

1
0
4
,9

8
3

1
0
3
,5

9
0

1
0
1
,4

7
1

1
0
0
,6

8
4

9
8
,8

2
1

9
7
,1

4
6

9
5
,7

2
6

(1
)

1
1
0
,6

0
6

1
0
9
,2

0
8

1
0
2
,9

2
3

9
5
,7

8
5

9
4
,3

8
3

9
2
,9

9
0

9
0
,8

7
1

9
0
,0

8
4

8
8
,2

2
1

8
6
,5

4
6

8
5
,1

2
6

(2
)

3
,6

8
7

1
0
,6

0
0

1
0
,6

0
0

1
0
,6

0
0

1
0
,6

0
0

1
0
,6

0
0

1
0
,6

0
0

1
0
,6

0
0

1
0
,6

0
0

1
0
,6

0
0

1
0
,6

0
0

(D
)

9
7
9
,4

2
8

9
3
8
,9

9
3

9
5
9
,7

6
0

9
5
3
,6

2
1

9
5
8
,6

8
2

9
7
0
,1

5
0

9
6
6
,1

0
2

9
7
0
,8

1
8

9
6
9
,5

5
2

9
6
2
,0

4
3

9
6
2
,2

6
6

(E
)

3
8
,7

9
1

8
1

2
,7

1
0

4
5
7

3
9
3

3
,7

8
9

2
,6

6
9

9
,8

0
6

1
1
,2

9
6

1
5
,1

3
5

2
,5

8
6

(F
)

5
(G

)
1
0
,3

1
9

(H
)

△
 1

0
,3

1
4

2
8
,4

7
7

8
1

2
,7

1
0

4
5
7

3
9
3

3
,7

8
9

2
,6

6
9

9
,8

0
6

1
1
,2

9
6

1
5
,1

3
5

2
,5

8
6

(I
)

8
1

2
,7

9
1

3
,2

4
8

3
,6

4
1

7
,4

3
0

1
0
,0

9
9

1
9
,9

0
5

3
1
,2

0
1

4
6
,3

3
6

4
8
,9

2
2

(J
)

4
8
,0

8
4

4
6
,9

3
5

4
4
,8

3
7

4
4
,9

3
7

4
5
,0

3
7

4
7
,1

3
7

4
7
,2

0
0

4
7
,2

0
0

4
9
,2

0
0

4
9
,2

0
0

4
9
,2

0
0

4
8
,0

8
4

4
6
,9

3
5

4
4
,8

3
7

4
4
,9

3
7

4
5
,0

3
7

4
7
,1

3
7

4
7
,2

0
0

4
7
,2

0
0

4
9
,2

0
0

4
9
,2

0
0

4
9
,2

0
0

(K
)

8
0
7
,0

4
2

7
4
0
,0

4
0

8
0
1
,1

8
5

7
9
7
,4

3
0

8
0
0
,4

6
8

7
8
9
,2

6
5

7
8
7
,5

1
5

7
9
0
,2

2
9

7
8
6
,9

8
5

7
8
8
,3

2
3

7
8
5
,8

9
9

7
6
4
,2

0
9

7
3
4
,6

8
9

7
9
5
,1

8
5

7
9
3
,4

3
0

7
9
4
,4

6
8

7
8
3
,2

6
5

7
8
1
,5

1
5

7
8
4
,2

2
9

7
8
0
,9

8
5

7
8
2
,3

2
3

7
7
9
,8

9
9

3
8
,5

5
5

5
,3

5
1

6
,0

0
0

6
,0

0
0

6
,0

0
0

6
,0

0
0

6
,0

0
0

6
,0

0
0

6
,0

0
0

6
,0

0
0

6
,0

0
0

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

2
0
3
,8

9
4

2
4
5
,9

6
8

2
7
5
,4

6
1

2
7
5
,7

1
2

2
7
6
,1

8
1

3
0
5
,5

6
7

3
0
5
,2

5
4

3
1
8
,4

2
5

3
3
0
,6

0
6

3
3
2
,7

4
8

3
3
4
,1

4
7

(N
)

(O
)

(P
)

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P
）
×

1
0
0
)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

営
業

収
益

う
ち

未
払

金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

う
ち

一
時

借
入

金

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金
流

動
負

債
う

ち
建

設
改

良
費

分

そ
の

他
収

入
計

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

経
費

動
力

費
修

繕
費

材
料

費
そ

の
他

減
価

償
却

費

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他
営

業
外

収
益

補
助

金
他

会
計

補
助

金
そ

の
他

補
助

金
長

期
前

受
金

戻
入

経
常

損
益

(C
)-

(D
)

営
業

外
費

用
支

払
利

息
そ

の
他

支
出

計

R
2

決
算

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

R
8

R
9

R
1
0

R
1
1

R
1
2
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 資
本

的
収

支
（
3
事

業
合

計
）

（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度

区
　

　
　

　
　

分

１
．

2
6
3
,8

0
0

3
0
8
,1

0
0

2
5
5
,5

0
0

2
4
9
,5

0
0

2
4
8
,5

0
0

2
4
5
,0

0
0

2
4
2
,0

0
0

2
4
0
,5

0
0

2
4
0
,5

0
0

2
3
9
,5

0
0

2
2
7
,5

0
0

1
4
7
,3

0
0

1
2
2
,1

0
0

1
2
0
,0

0
0

1
1
7
,0

0
0

1
1
6
,0

0
0

1
1
6
,0

0
0

1
1
4
,0

0
0

1
1
2
,0

0
0

1
1
0
,0

0
0

1
0
8
,0

0
0

1
0
7
,0

0
0

２
．

３
．

2
2
0
,5

5
0

2
7
2
,3

7
9

2
7
0
,3

6
4

2
6
6
,5

3
0

2
5
9
,5

0
5

2
6
7
,3

8
5

2
6
1
,0

5
0

2
5
1
,0

0
0

2
3
8
,0

0
0

2
3
4
,5

3
0

2
2
4
,0

0
0

４
．

５
．

６
．

5
1
,8

3
5

3
2
,6

9
6

3
4
,0

0
0

3
8
,0

0
0

3
2
,0

0
0

2
7
,0

0
0

2
2
,0

0
0

1
7
,0

0
0
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令和 4 年 2 月

令和 3 年度 令和 12 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

② 使　用　料

1,996 円 2,503 円

1,996 円 2,178 円

1,996 円 2,183 円

別添２－２

法適（全部適用・一部適 用）
非 適 の 区 分

法適（全部適用）

甲州市下水道事業経営戦略

平成元年度（３３年）

甲州市

峡東流域関連公共下水道事業

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

団 体 名 ：

事 業 名 ：

策 定 日 ：

流 域 下 水 道 等 へ の
接 続 の 有 無

24.17

１　（峡東浄化センター）

有

処 理 区 数 ２　　（塩山・勝沼）令和元年度に全体計画の見直しを実施。

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

現在、山梨県において計画策定中であり、策定以後市町村単位で検討に入る予定。

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。

*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

～計 画 期 間 ：

処 理 区 域 内 人 口 密 度

処 理 場 数

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき実施する施設
の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。
　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合を含む。）、③
施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成３０年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成３０年度

令和元年度 令和元年度

令和２年度 令和２年度

一 般 家 庭 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

基本使用料　　１０㎥まで　                        　　９９８（１，１６２）円
                    １１㎥～２５㎥まで１㎥につき      １３３（１５５）円
                    ２６㎥以上１㎥につき　　　　     　１６５（１９２)円
※（）は令和３年７月改定料金

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

公衆浴場用　　１００㎥まで　　                   ３，３２０（３，８６６）円
　　　　　　　　　 １０１㎥以上１㎥につき　　　        ８４(９９）円
※（）は令和３年７月改定料金

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

臨時用　　　　　　　１㎥につき　　　　　　　　　　　１８２(２１３）円
※（）は令和３年７月改定料金
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③ 組　織

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

事 業 運 営 組 織

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

無し

無し

 イ　指定管理者制度

マンホールポンプを年間維持管理として民間会社へ委託。

民 間 活 用 の 状 況

別紙のとおり

職 員 数

6人（予算措置上は3人の配置としている）

以前は合併当時（H17）は下水道課として10人程度の職員を配置していたが機構改革を繰り返し、現在、上下水道課
下水道担当として６人の配置で行い、事務系を2名、工務系3人とし双方のリーダーが1人、各事業を全員で対応し人
員削減を行い、組織としての経費削減を図っている。

無し

無し

資 産 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
　　　（包括的民間委託を含む）

 ア　エネルギー利用
　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4

 イ　土地・施設等利用
　　　（未利用土地・施設の活用等）　*5

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。

*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。
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２．経営の基本方針

３．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において、その解消方法が示されていることが必要

① 収支計画のうち投資についての説明

 

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

・財源の目標に関する事項
　　安定的な経営の実現に向け計画終了年度（R12年度）までに不明水対応・大雨等の流入を防ぎ、使用料収益を増加させる。
　
・使用料収入の見通し、使用料の見直しに関する事項
　　財源確保として、計画年度内に使用料収益を増加させ市財政への依存を軽減していき、計画終了年度までに9，800万円の増加を見込み、市財政
への依存を軽減する。
　
・企業債に関する事項
　　今後事業費が減少傾向にあるため償還額も含め減少傾向になる、なお、企業債の利率は0.6％程度、償還期間は25年で元利均等方式とする。
　
・繰入金に関する事項
　　基準内繰入金については現行のとおり繰入を継続していく。基準外繰入金については計画終了年度には収益的収支については解消させる。

・職員給与費に関する事項
　　機構改革に伴う職員数の減員を既に実施済みである。

・動力費に関する事項
　　マンホールポンプの電気料金を削減、実施済みである。
　
・修繕費に関する事項
　　現在まで本体の修繕はほぼなく、定期的に商業施設等が密集している個所の管渠の洗浄等やポンプの清掃、オーバーホールを行っていく。

・投資の目標に関する事項
　　規模縮小を前提とした下水道整備ではあるが、行政人口に対し計画区域内人口の変動は微増を想定している。この状況を鑑み計画終了年度
（R12年度）まで有収水量141万㎥を維持する。
　
・広域化・共同化・最適化に関する事項
　　現在、山梨県において下水道事業の共同化・広域化計画策定を協議しており実現に向け検討していく。
　
・投資の平準化に関する事項
　　ストックマネジメント計画に沿った維持管理等をし、投資の平準化を行い、下水道の規模縮小を考慮し現状維持で設置を行い、全体事業費を1.4億
円抑制する。

下水道事業は、住環境に配慮し、水質汚濁を防止、改善することにより、生活環境の保全や公衆衛生の向上のみならず公共水域の水質の保全を行う
公共事業であり、将来にわたって事業を継続していかなければならない。そのためには、共同化・広域化に取り組みながら、当市の総合計画等に基づ
き、必要な財源を確保し、事業の進捗を図り、安定的かつ効率的な事業運営を行う必要がある。
　公共下水道事業（峡東流域関連公共下水道）においては、全体計画の見直しによる計画区域の規模縮小（ダウンサイジング）を図るとともに、住宅密
集地域等でなおかつ加入者の増加が見こめる箇所を優先して効率的な整備を図り、水洗化率の向上と早期の収益化につなげるものとする。
　維持管理においてはストックマネジメント計画により、中長期にわたる事業費の平準化を行い各施設の長寿命化を図る。
　以上を踏まえたうえで整備・更新事業を進めつつこれを実現することを経営の基本方針とする。

投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況
*　処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

４． 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託、指定管理者制度、

PPP/PFIなど）

該当無し

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
更 新 等 に 関 す る 事 項

毎年の進捗管理を行い、見直し等は３～５年毎に考え、経営戦略の事後検証も３～５年毎に行う。

職員給与費に関する事項

機構改革に伴う職員数の減員を既に実施済みである。

動力費に関する事項

電力会社の変更をおこない電気料金を削減、実施済みである。

修繕費に関する事項

ストックマネジメント策定により状況把握をし適時検討していく。

委託費に関する事項

該当無し

その他の取組

該当無し

薬品費に関する事項

該当無し

 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向
けた取組の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

*　（１）において黒字の場合においても、投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その
内容等を記載すること。

資産活用による収入増加
の取組について

その他の取組

該当無し

取組の検討をおこなっていく。

令和３年７月に料金改定。今後も十分な事業検証をおこない料金改定を行っていく。

使用料の見直しに関する事項

該当なし

該当なし

整備地区の選定により対応する。

施設・維持管理・BCP関連を柱として検討中であり今後実施できるよう県及び各市町村で
協議中。

広域化・共同化・最適化に関する事項

その他の取組

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

投資の平準化に関する事項



27 
 

 

 

 

令和 4 年 2 月

令和 3 年度 令和 12 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

② 使　用　料

1,996 円 2,531 円

1,996 円 2,239 円

1,996 円 2,180 円

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

公衆浴場用　　１００㎥まで　　                   ３，３２０（３，８６６）円
　　　　　　　　　 １０１㎥以上１㎥につき　　　        ８４(９９）円
※（）は令和３年７月改定料金

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

臨時用　　　　　　　１㎥につき　　　　　　　　　　　１８２(２１３）円
※（）は令和３年７月改定料金

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成３０年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成３０年度

令和元年度 令和元年度

令和２年度 令和２年度

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。

*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

一 般 家 庭 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

基本使用料　　１０㎥まで　                        　　９９８（１，１６２）円
                    １１㎥～２５㎥まで１㎥につき      １３３（１５５）円
                    ２６㎥以上１㎥につき　　　　     　１６５（１９２)円
※（）は令和３年７月改定料金

法適（全部適用）

処 理 区 域 内 人 口 密 度 20.85
流 域 下 水 道 等 へ の

接 続 の 有 無
無し

処 理 区 数 1（大和浄化センター）

処 理 場 数 1（標準活性汚泥法）

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

現在、山梨県において計画策定中であり、策定以後市町村単位で検討に入る予定。

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき実施する施設
の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。
　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合を含む。）、③
施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成１３年度（２０年）
法適（全部適用・一部適 用）

非 適 の 区 分

事 業 名 ： 特定環境保全公共下水道事業

別添２－２

甲州市下水道事業経営戦略

団 体 名 ： 甲州市
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③ 組　織

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

別紙のとおり

6人（予算措置上は2人の配置としている）

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。

*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
　　　（包括的民間委託を含む）

大和浄化センターとマンホールポンプを年間維持管理として機器運転を民
間会社へ委託。

 イ　指定管理者制度 無し

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ 無し

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用
　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4

無し

 イ　土地・施設等利用
　　　（未利用土地・施設の活用等）　*5

無し

事 業 運 営 組 織

以前は下水道課として10人程度の職員を配置していたが機構改革を繰り返し、現在、上下水道課下水道担当として６
人の配置で行い、事務系を2名、工務系3人とし双方のリーダーが1人、各事業を全員で対応し人員削減を行い、組織
としての経費削減を図っている。
また、「大和浄化センター」については民間活用し施設管理操業を含め業務委託として発注している。

職 員 数
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２．経営の基本方針

３．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において、その解消方法が示されていることが必要

① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

 下水道事業は、住環境に配慮し、水質汚濁を防止、改善することにより、生活環境の保全や公衆衛生の向上のみならず公共水域の水質の保全を行
う公共事業であり、将来にわたって事業を継続していかなければならない。そのためには、共同化・広域化に取り組みながら、当市の総合計画等に基
づき、必要な財源を確保し、事業の進捗を図り、安定的かつ効率的な事業運営を行う必要がある。
　大和地区の特定環境保全公共下水道は、単独の公共下水道であり、現在整備率94％であり、整備がほぼ終了となっている。浄化センターをはじめと
した維持管理においてはストックマネジメント計画により、中長期にわたる事業費の平準化を行い施設の長寿命化を図る。
　以上を踏まえたうえで更新事業を進めつつ、適正な事業運営をすることを経営の基本方針とする。

投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

・投資の目標に関する事項
　　整備率94％で事業完了見込みの大和地域は計画終了年度（R12年度）まで有収水量9万㎥を維持する。
　
・広域化・共同化・最適化に関する事項
　　現在、山梨県において下水道事業の共同化・広域化計画策定を協議しており実現に向け検討していく。
　
・投資の平準化に関する事項
　　ストックマネジメント計画に沿った維持管理等をし、投資の平準化を行い全体事業費を0.3億円抑制する。

・財源の目標に関する事項
　　安定的な経営の実現に向け計画終了年度（R12年度）までに不明水対応・大雨等の流入を防ぎ、使用料収益を増加させる。
　
・使用料収入の見通し、使用料の見直しに関する事項
　　財源確保として、計画年度内に使用料収益を増加させ市財政への依存を軽減していき、計画終了年度までに500万円の増加を見込み、市財政へ
の依存を軽減する。
　
・企業債に関する事項
　　今後事業費が減少するが維持管理費がほぼ横ばい状態である、償還額も含め微少傾向になる、なお、企業債の利率は0.6％程度、償還期間は25
年で元利均等方式とする。
　
・繰入金に関する事項
　　基準内繰入金については現行のとおり繰入を継続していく。基準外繰入金については計画終了年度には収益的収支については解消させる。

・職員給与費に関する事項
　　機構改革に伴う職員数の減員を既に実施済みである。

・動力費に関する事項
　　浄化センターの電力会社の変更をおこない電気料金を削減、また不使用機器の動力停止も併せて実施済みである。
　
・薬品費に関する事項
　　浄化センターの薬品は年度当初に一括購入をおこない経費削減をしている。
　
・修繕費に関する事項
　　現在まで本体の修繕はほぼなく使用機器が大半である。緊急時に備えた予算確保に努める。



30 
 

 

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況
*　処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

４． 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

動力費に関する事項

電力会社の変更をおこない電気料金を削減、また不使用機器の動力停止も併せて実施済みで
ある。

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
更 新 等 に 関 す る 事 項

毎年の進捗管理を行い、見直し等は３～５年毎に考え、経営戦略の事後検証も３～５年毎に行う。

薬品費に関する事項

修繕費に関する事項

ストックマネジメント策定により状況把握をし適時検討していく。

委託費に関する事項

現在、浄化センターの運転管理及び保守点検を業務委託としている。経費削減をしている状況
であるが今後の運転状況を見据え検討していく。

その他の取組

該当無し

年度当初に一括購入をおこない経費削減をしている。

その他の取組

該当無し

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託、指定管理者制度、

PPP/PFIなど）

該当無し

職員給与費に関する事項

機構改革に伴う職員数の減員を既に実施済みである。

その他の取組

該当なし

使用料の見直しに関する事項

令和３年７月に料金改定。今後も十分な事業検証をおこない料金改定を行っていく。

資産活用による収入増加
の取組について

取組の検討をおこなっていく。

*　（１）において黒字の場合においても、投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その
内容等を記載すること。

投資の平準化に関する事項

浄化センターの老朽化に伴い改築等を予定しており今後１０年間での対応を計画している。

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

該当なし

広域化・共同化・最適化に関する事項

施設・維持管理・BCP関連を柱として検討中であり今後実施できるよう県及び各市町村で
協議中。

 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向
けた取組の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。
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令和 4 年 2 月

令和 3 年度 令和 12 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

② 使　用　料

2,328 円 3,455 円

2,328 円 3,357 円

2,328 円 3,938 円

－

－

（大和地域）
公衆浴場用　　１００㎥まで　　                   ３，３２０（３，８６６）円
　　　　　　　　　 １０１㎥以上１㎥につき　　　        ８４（９９）円
※（）は令和３年７月改定料金

（大和地域）
臨時用　　　　　　　１㎥につき　　　　　　　　　　　１８２（２１３）円
※（）は令和３年７月改定料金

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成３０年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成３０年度

令和元年度 令和元年度

令和２年度 令和２年度

1（市設置型合併浄化槽）

処 理 場 数 無し

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

現在、山梨県において計画策定中であり、策定以後市町村単位で検討に入る予定。

（塩山・勝沼地域）

     　   ５人槽　　  ３，１４２（３，１８４）円　　  　６～７人槽　 　３，５６１（３，６０３）円

　８～１０人槽　 　４，５０４（４，５４６）円  　１１～１５人槽     ７，１２３（７，１６５）円

１６～２０人槽　 　９，５３３（９，５７５）円　  ２１～２５人槽　 １１，２０９（１１，２５１）円

２６～３０人槽　 １２，８８５（１２，９２７）円    ３１～４０人槽 　１４，１４２（１４，１８４）円

４１～５０人槽　 １６，９７１（１７，０１３）円

※（）は令和３年７月改定料金

（大和地域）
基本使用料　　１０㎥まで　                      ９９８  （１，１６２）円
                    １１㎥～２５㎥まで１㎥につき      １３３（１５５）円
                    ２６㎥以上１㎥につき　　　　     　１６５（１９２）円
※（）は令和３年７月改定料金

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

別添２－２

甲州市下水道事業経営戦略

団 体 名 ： 甲州市

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成１４年度（１９年）
法適（全部適用・一部適 用）

非 適 の 区 分

事 業 名 ： 特定地域生活排水処理事業

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。

*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

一 般 家 庭 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

法適（全部適用）

処 理 区 域 内 人 口 密 度 34.68
流 域 下 水 道 等 へ の

接 続 の 有 無
無し

処 理 区 数
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③ 組　織

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。

*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
　　　（包括的民間委託を含む）

法定点検及び汚泥処理を民間会社へ委託。

 イ　指定管理者制度 無し

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ 無し

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用
　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4

無し

 イ　土地・施設等利用
　　　（未利用土地・施設の活用等）　*5

無し

6人（予算措置上は1人の配置としている）

事 業 運 営 組 織

以前は下水道課として10人程度の職員を配置していたが機構改革を繰り返し、現在、上下水道課下水道担当として６
人の配置で行い、事務系を2名、工務系3人とし双方のリーダーが1人、各事業を全員で対応し人員削減を行い、組織
としての経費削減を図っている。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

別紙のとおり

職 員 数
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２．経営の基本方針

３．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において、その解消方法が示されていることが必要

① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

   　・職員給与費に関する事項
　　　　機構改革に伴う職員数の減員を既に実施済みである。
　
　　　・薬品費に関する事項
　　　　年度当初に一括購入をおこない経費削減をしている。
　
　　　・修繕費に関する事項
　　　　現在まで本体の修繕はほぼなく使用機器の不具合程度である。緊急時に備えた予算確保に努める。

・財源の目標に関する事項
　　安定的な経営の実現に向け計画終了年度（R12年度）までに使用料収益を増加させる。
　
・使用料収入の見通し、使用料の見直しに関する事項
　　財源確保として、計画年度内に使用料収益を増加させ市財政への依存を軽減していき、計画終了年度までに900万円の増加を見込み、市財政へ
の依存を軽減する。
　
・企業債に関する事項
　　今後事業費が減少するが維持管理費がほぼ横ばい状態であり、償還額も含め微少傾向になる。なお、企業債の利率は0.6％程度、償還期間は25
年で元利均等方式とする。
　
・繰入金に関する事項
　　基準内繰入金については現行のとおり繰入を継続していく。基準外繰入金については計画終了年度には収益的収支については解消させる。

 市設置型合併浄化槽設置事業は、住環境に配慮し、し尿・雑排水の適正処理を図り水質汚濁を防止・改善することにより、生活環境の保全や公衆衛
生の向上のみならず公共水域の水質の保全行う公共事業であり、将来にわたって事業を継続していかなければならない。そのためには、共同化・広
域化に取り組みながら、当市の総合計画等に基づき、必要な財源を確保し、事業の進捗を図り、安定的かつ効率的な事業運営を行う必要がある。
 市設置型合併浄化槽事業(特定地域生活排水処理事業)は、下水道計画区域外への設置を推進し、設置後の維持管理経費がより少くなるような手法
により整備を行ことする。
　以上を踏まえたうえで整備・更新事業を進めつつこれを実現することを経営の基本方針とする。

投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

・投資の目標に関する事項
　　特定地域生活排水処理事業として年間事業費３，５００万円ほどで、循環型社会形成推進交付金（国庫補助金）を使い下水道計画区域外に市設
置型合併浄化槽の設置を行う。
　
・広域化・共同化・最適化に関する事項
　　現在、山梨県において下水道事業の共同化・広域化計画策定を協議しており実現に向け検討していく。
　
・投資の平準化に関する事項
　　特定地域生活排水処理事業は年平均２０～３０基の設置を行っている。今後も同程度規模であることを予想しており、ほぼ平準化されている。
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況
*　処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

４． 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

動力費に関する事項

該当無し

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
更 新 等 に 関 す る 事 項

毎年の進捗管理を行い、見直し等は３～５年毎に考え、経営戦略の事後検証も３～５年毎に行う。

薬品費に関する事項

修繕費に関する事項

毎年の法定点検時に状況確認をしている。現在修繕対応はほぼ無い状況。

委託費に関する事項

単価契約による汚泥搬出処理業務委託を行っている。

その他の取組

該当無し

その他の取組

取組の検討をおこなっていく。

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託、指定管理者制度、

PPP/PFIなど）

該当無し

職員給与費に関する事項

機構改革に伴う職員数の減員を既に実施済みである。

その他の取組

該当なし

 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向
けた取組の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

使用料の見直しに関する事項

令和３年７月に料金改定。今後も十分な事業検証をおこない料金改定を行っていく。

資産活用による収入増加
の取組について

取組の検討をおこなっていく。

*　（１）において黒字の場合においても、投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その
内容等を記載すること。

投資の平準化に関する事項

財政計画どおりの平準化を目指す。

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

該当なし

広域化・共同化・最適化に関する事項

施設・維持管理・BCP関連を柱として検討中であり今後実施できるよう県及び各市町村で
協議中。

該当無し
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収
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原
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⑦
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

元
年

度
全

国
平

均

※
　

法
適

用
企

業
と

類
似

団
体

区
分

が
同

じ
た

め
、

収
益

的
収

支
比

率
の

類
似

団
体

平
均

等
を

表
示

し
て

い
ま

せ
ん

。

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

元
年

度
決

算
）

山
梨

県
　

甲
州

市

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
管

理
者

の
情

報
人

口
（

人
）

面
積

(
k
m
2
)

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

2
6
4
.
1
1

1
1
8
.
2
7

■

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
有

収
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)
処

理
区

域
内

人
口

(
人

)
処

理
区

域
面

積
(
k
m
2
)

法
非

適
用

下
水

道
事

業
特

定
環

境
保

全
公

共
下

水
道

D
2

非
設

置
3
1
,
2
3
5

処
理

区
域

内
人

口
密

度
(
人

/
k
m
2
)

－

1
0
.
4
0

該
当

数
値

な
し

3
.
1
6

1
0
0
.
0
0

2
,
3
2
8

9
8
0

0
.
4
7

2
,
0
8
5
.
1
1

本
市

の
特

定
環

境
保

全
公

共
下

水
道

事
業

は
、

平
成

7
年

度
か

ら
行

わ
れ

、
平

成
1
4
年

に
整

備
を

完
了

し
て

い
る

。
管

渠
は

2
0
k
m
余

り
が

布
設

済
み

で
、

施
工

か
ら

2
0
年

経
過

し
て

い
る

管
渠

、
同

時
期

に
竣

工
し

た
処

理
場

、
大

和
浄

化
セ

ン
タ

ー
が

あ
る

。
現

在
の

管
渠

の
状

況
は

良
好

で
あ

る
が

、
処

理
場

の
経

年
劣

化
を

踏
ま

え
、

流
域

下
水

道
へ

の
接

続
を

視
野

に
入

れ
老

朽
化

対
策

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

全
体

総
括

本
市

の
特

定
環

境
保

全
公

共
下

水
道

事
業

は
、

平
成

7
年

度
か

ら
行

わ
れ

、
平

成
1
4
年

に
既

に
整

備
を

完
了

し
て

い
る

。
こ

の
区

域
は

甲
府

盆
地

の
最

東
端

に
位

置
し

、
水

質
保

全
の

点
に

お
い

て
重

要
な

役
割

を
担

っ
て

い
る

。
水

洗
化

率
、

下
水

道
接

続
率

と
も

に
高

水
準

で
あ

り
、

今
後

大
幅

に
処

理
区

域
内

人
口

が
増

加
す

る
見

込
み

も
今

の
と

こ
ろ

は
無

い
た

め
、

経
常

費
用

の
削

減
や

下
水

道
料

金
の

増
額

等
に

よ
る

経
営

改
善

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

施
設

の
経

年
劣

化
を

踏
ま

え
、

流
域

下
水

道
へ

の
統

合
を

視
野

に
入

れ
た

老
朽

化
対

策
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

①
収

益
的

収
支

比
率

は
1
0
0
％

に
達

し
て

お
ら

ず
、

単
年

度
の

収
支

が
赤

字
で

あ
る

こ
と

を
示

し
て

い
る

。
公

営
企

業
会

計
移

行
に

伴
う

打
ち

切
り

決
算

の
影

響
で

下
が

っ
て

い
る

が
、

既
に

水
洗

化
率

、
下

水
道

接
続

率
と

も
に

高
水

準
で

あ
り

、
今

後
大

幅
に

処
理

区
域

内
人

口
が

増
加

す
る

要
素

も
今

の
と

こ
ろ

見
込

め
な

い
た

め
、

経
常

費
用

の
削

減
や

下
水

道
料

金
の

増
額

等
に

よ
る

経
営

改
善

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
④

企
業

債
残

高
対

事
業

規
模

比
率

は
、

類
似

団
体

と
比

較
す

る
と

低
い

水
準

を
示

し
て

い
る

。
本

市
の

場
合

は
、

ま
だ

管
渠

更
新

の
段

階
に

差
し

掛
か

っ
て

い
な

い
た

め
、

投
資

規
模

が
少

な
く

な
っ

て
い

る
こ

と
が

影
響

し
て

い
る

。
今

後
の

管
渠

更
新

に
よ

る
投

資
規

模
の

増
大

を
踏

ま
え

、
料

金
水

準
の

見
直

し
等

を
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

⑤
経

費
回

収
率

は
、

1
0
0
％

を
下

回
っ

て
お

り
、

料
金

収
益

だ
け

で
は

汚
水

処
理

費
用

を
賄

え
て

い
な

い
こ

と
を

示
し

て
い

る
。

汚
水

処
理

費
用

の
縮

減
等

、
経

営
改

善
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

⑥
汚

水
処

理
原

価
は

前
年

度
と

ほ
ぼ

横
ば

い
状

態
で

、
類

似
団

体
と

同
等

の
水

準
と

な
っ

て
い

る
。

経
常

費
用

の
削

減
に

よ
る

経
営

改
善

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
⑦

施
設

利
用

率
は

、
減

少
傾

向
に

あ
り

、
類

似
団

体
平

均
値

と
比

べ
て

も
低

く
、

こ
れ

は
施

設
が

遊
休

状
態

に
な

っ
て

い
る

可
能

性
を

示
す

も
の

で
あ

る
。

大
和

浄
化

セ
ン

タ
ー

の
耐

用
年

数
を

踏
ま

え
、

流
域

下
水

道
と

の
接

続
等

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
⑧

水
洗

化
率

は
、

浄
化

槽
事

業
と

あ
わ

せ
る

と
1
0
0
％

に
近

い
値

と
な

っ
て

い
る

た
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、
問
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と
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る

。
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

元
年

度
全

国
平

均

※
　

法
適

用
企

業
と

類
似

団
体

区
分

が
同

じ
た

め
、

収
益

的
収

支
比

率
の

類
似

団
体

平
均

等
を

表
示

し
て

い
ま

せ
ん

。

本
市

の
浄

化
槽

事
業

は
、

平
成

1
4
年

度
か

ら
行
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が
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検
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に

よ
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検
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経営分析比較表
　　山梨県HPより示された経営指標を基に甲州市の経営状況を比較しました。
　　近隣市として峡東地区三市（甲州市・山梨市・笛吹市）及び全国平均を抽出しました。
【１】峡東流域関連下水道　（塩山・勝沼地域公共下水道） ※小数点第２位四捨五入

H28 H29 H30 R1 備　　　　　考

甲州市 44.6 77.2 84.7 71.2 法非適用（R2より法適用）
山梨市 50.3 59.0 80.5 86.6 H29年度に法適用
笛吹市 52.2 42.4 86.2 87.6 H28年度に法適用
類似市平均 74.0 80.6 78.9 86.9
全国平均 100.0 101.3 100.9 100.3

甲州市 261.1 150.5 150.7 157.0 法非適用（R2より法適用）
山梨市 252.3 215.7 166.5 162.6 H29年度に法適用
笛吹市 211.0 259.4 150.8 151.2 H28年度に法適用
類似市平均 235.6 216.2 220.3 179.6
全国平均 137.8 136.4 136.9 136.2

甲州市 86.1 85.8 84.5 83.4 法非適用（R2より法適用）
山梨市 79.8 79.5 79.1 80.1 H29年度に法適用
笛吹市 85.7 87.4 88.2 88.8 H28年度に法適用
類似市平均 84.1 84.2 83.4 91.6
全国平均 94.9 95.1 95.2 95.4

甲州市 116.3 116.2 127.6 111.8 法非適用（R2より法適用）
山梨市 126.8 127.3 134.1 140.8 H29年度に法適用
笛吹市 110.2 110.1 130.0 132.4 H28年度に法適用
類似市平均 180.0 180.4 180.2 173.9
全国平均 137.8 137.9 138.4 137.6

　　近隣市及び類似として山梨市・市川三郷町及び全国平均を抽出しました。
【２】特定環境保全公共下水道　（大和地域公共下水道）

H28 H29 H30 R1 備　　　　　考

甲州市 27.1 57.8 57.8 50.3 法非適用（R2より法適用）
山梨市 42.6 73.6 44.3 68.2 H29年度に法適用
市川三郷町 46.2 48.5 38.9 39.1 法非適用
類似市平均 69.9 55.9 55.1 52.5
全国平均 69.8 75.6 74.6 74.3

甲州市 392.4 218.2 222.4 228.0 法非適用（R2より法適用）
山梨市 287.9 182.7 309.6 213.6 H29年度に法適用
市川三郷町 263.8 238.7 307.7 300.6 法非適用
類似市平均 219.3 306.2 306.1 321.4
全国平均 232.6 215.3 219.2 218.2

甲州市 96.4 96.4 96.5 96.7 法非適用（R2より法適用）
山梨市 68.7 70.1 71.1 72.1 H29年度に法適用
市川三郷町 79.7 79.9 80.6 84.0 法非適用
類似市平均 85.2 79.9 79.3 78.7
全国平均 82.3 82.7 83.4 84.2

甲州市 106.2 126.0 128.5 114.7 法非適用（R2より法適用）
山梨市 122.6 134.5 137.3 145.6 H29年度に法適用
市川三郷町 121.9 115.8 119.8 117.6 法非適用
類似市平均 153.4 171.2 168.6 168.7
全国平均 162.3 162.7 163.5 162.2

【３】特定地域生活排水処理　（市設置型合併浄化槽）
H28 H29 H30 R1 備　　　　　考

甲州市 95.8 90.6 95.4 85.0 法非適用（R2より法適用）
山梨市 61.2 59.9 56.2 61.6 H29年度に法適用
市川三郷町 87.6 59.5 57.8 104.2 H28年度に法適用
類似市平均 65.1 63.7 65.5 63.1
全国平均 60.0 60.7 60.8 60.2

甲州市 177.3 186.8 181.2 197.5 法非適用（R2より法適用）
山梨市 304.8 323.6 351.0 334.0 H29年度に法適用
市川三郷町 159.1 262.9 255.9 151.8 H28年度に法適用
類似市平均 250.3 268.2 294.6 267.9
全国平均 267.6 267.9 269.5 271.6

甲州市 97.4 97.9 97.5 97.7 法非適用（R2より法適用）
山梨市 100.0 100.0 100.0 100.0 H29年度に法適用
市川三郷町 57.4 55.3 55.3 60.1 H28年度に法適用
類似市平均 91.6 89.9 97.8 88.9
全国平均 75.8 77.0 78.9 79.5

甲州市 169.7 169.3 172.8 167.9 法非適用（R2より法適用）
山梨市 186.6 194.0 197.5 205.7 H29年度に法適用
市川三郷町 139.3 156.4 148.0 158.2 H28年度に法適用
類似市平均 163.0 170.8 193.1 169.1
全国平均 160.5 162.7 163.9 163.4

.

年度
①経費回収率（％）

②汚水処理原価（円/㎥）

③水洗化率（％）

④使用料単価（円）

年度
①経費回収率（％）

②汚水処理原価（円/㎥）

③水洗化率（％）

④使用料単価（円）

①経費回収率（％）
年度

②汚水処理原価（円/㎥）

③水洗化率（％）

④使用料単価（円）
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甲州市 山梨市 笛吹市

類似市平均 全国平均

甲州市 山梨市 笛吹市

類似市平均 全国平均

0
H28 H29

【分析の考え方】

汚水処理原価は、類似団体よりも低いが、前年度から少し増加した。今後もより一層経常費用を抑え、接続率を向上
させることにより改善していく必要がある。

経費回収率は、100％を下回っており、料金収益では汚水処理費用を賄えていないことを示している。下水道料金の
引き上げを行い、適切な料金収入を確保することや、更なる経費削減が必要である。
R3.7より料金改定実施。

低いほうが望ましい。

（％）

300

H30 R1

汚水処理原価（峡東流域関連下水道）

【指標の意味】
②汚水処理原価

（円/㎥）

100

200

①経費回収率

経費回収率（峡東流域関連下水道）

【指標の意味】

【分析の考え方】

H28 H29 H30 R1
0

50

100

回収率は100％が望ましく
目標である。

R1にて打ち切り決算

のため下降。

例年なら86％ほど。

経費回収率（％）

下水道使用料

汚水処理費用（公費負担分除く） ×100

汚水処理原価（円/㎥）

汚水処理費（維持・資本）

年間有収水量 ×1000



40 
 

 

 

甲州市 山梨市 笛吹市

類似市平均 全国平均

甲州市 山梨市 笛吹市

類似市平均 全国平均

H28

100

50

0

R3.7の料金改定により160円を予定。全国平均には近づくが類似市町村の平均は174円とまだ低い。

H29 H30 R1

【分析の考え方】

H28

経費回収率との兼ね合い
があるが健全経営に向け
て上がる必要がある。

水洗化率（峡東流域関連下水道）

【指標の意味】
③水洗化率

（％）

④使用料単価

150

100

90

80

水洗化率については、100％に達しておらず、水質保全及び使用料収入の増大に繋げるためにも、水洗化率を向上さ
せていくことが必要がある。今後の管渠整備については費用対効果を検証し整備費用の適正化を行っていく必要が
ある。

（円）

【指標の意味】

高いほうが望ましい。

H29 H30 R1

【分析の考え方】

使用料単価（峡東流域関連下水道）

0

水洗化率（％）

現在水洗便所設置済人口

現在処理区域内人口 ×100

使用料単価（円）

使用料収入

年間有収水量 ×1000

～～
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甲州市 山梨市 市川三郷町

類似市平均 全国平均

甲州市 山梨市 市川三郷町

類似市平均 全国平均

【分析の考え方】

経費回収率は、100％を下回っており、料金収益では汚水処理費用を賄えていないことを示している。下水道料金の
引き上げを行い、適切な料金収入を確保することや、更なる経費削減が必要である。
R3.7より料金改定実施。

経費回収率（特定環境保全公共下水道）

【指標の意味】
①経費回収率

（％） 回収率は100％が望ましく
目標である。

100

50

0
H28 H29 H30 R1

汚水処理原価（特定環境保全公共下水道）

（円/㎥） 低いほうが望ましい。

400

300

200

0
H28 H29 H30 R1

【指標の意味】
②汚水処理原価

【分析の考え方】

汚水処理原価は、類似団体よりも低いが、前年度から少し増加した。今後もより一層経常費用を抑え、接続率を向上
させることにより改善していく必要がある。

R1にて打ち切り決算

のため下降。

経費回収率（％）

下水道使用料

汚水処理費用（公費負担分除く） ×100

汚水処理原価（円/㎥）

汚水処理費（維持・資本）

年間有収水量 ×1000

～～
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甲州市 山梨市 市川三郷町

類似市平均 全国平均

甲州市 山梨市 市川三郷町

類似市平均 全国平均

【分析の考え方】

水洗化率（特定環境保全公共下水道）

【指標の意味】
③水洗化率

（％） 高いほうが望ましい。

100

80

60

0
H28 H29 H30 R1

R3.7の料金改定により160円を予定。全国平均には近づくが類似市町村の平均は174円とまだ低い。

水洗化率については、100％に達しておらず、水質保全及び使用料収入の増大に繋げるためにも、水洗化率を向上さ
せていくことが必要がある。今後の管渠整備については費用対効果を検証し整備費用の適正化を行っていく必要が
ある。

使用料単価（特定環境保全公共下水道）

【指標の意味】
④使用料単価

（円） 経費回収率との兼ね合い
があるが健全経営に向け
て上がる必要がある。

200

150

100

0
H28 H29 H30 R1

【分析の考え方】

水洗化率（％）

現在水洗便所設置済人口

現在処理区域内人口 ×100

使用料単価（円）

使用料収入

年間有収水量 ×1000

～～

～～
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甲州市 山梨市 市川三郷町

類似市平均 全国平均

甲州市 山梨市 市川三郷町

類似市平均 全国平均

【分析の考え方】

経費回収率は、100％を下回っており、料金収益では汚水処理費用を賄えていないことを示している。浄化槽使用料
の引き上げを行い、適切な料金収入を確保することや、更なる経費削減が必要である。
R3.7より料金改定実施。

75

50

経費回収率（特定地域生活排水処理）

【指標の意味】
①経費回収率

（％） 回収率は100％が望ましく
目標である。

100

0
H28 H29 H30 R1

汚水処理原価（特定地域生活排水処理）

（円/㎥） 低いほうが望ましい。

300

200

100

0
H28 H29 H30 R1

【指標の意味】
②汚水処理原価

【分析の考え方】

汚水処理原価は、類似団体よりも低いが、前年度から少し増加した。今後もより一層経常費用を抑えていく必要があ
る。

R1にて打ち切り決算

のため下降。

例年なら

90～95％ほど。

経費回収率（％）

下水道使用料

汚水処理費用（公費負担分除く） ×100

汚水処理原価（円/㎥）

汚水処理費（維持・資本）

年間有収水量

～～
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甲州市 山梨市 市川三郷町

類似市平均 全国平均

甲州市 山梨市 市川三郷町

類似市平均 全国平均

【分析の考え方】

水洗化率（特定地域生活排水処理）

【指標の意味】
③水洗化率

（％） 高いほうが望ましい。

100

75

50

0
H28 H29 H30 R1

全国平均・類似市町村に近づくがまだ低い。

水洗化率については、100％に達しておらず、水質保全及び使用料収入の増大に繋げるためにも、水洗化率を向上さ
せていくことが必要がある。

使用料単価（特定地域生活排水処理）

【指標の意味】
④使用料単価

（円） 経費回収率との兼ね合い
があるが健全経営に向け
て上がる必要がある。

200

150

100

0
H28 H29 H30 R1

【分析の考え方】

水洗化率（％）

現在水洗便所設置済人口

現在処理区域内人口 ×100

使用料単価（円）

使用料収入

年間有収水量

～～

～～
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